
【
論
文
】受

容
・
活
用
・
融
合
・
超
越
：
西
洋
の
シ
ノ
ロ
ジ
ー
へ
の
青
木
正
児
の
姿
勢

辜　

承
堯

は
じ
め
に

　

明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
（
九
月
、
既
設
の
東
京
帝
国
大
学
文
科
大

学
で
さ
え
学
生
が
定
員
に
満
た
な
い
状
況
の
中
、
京
都
帝
国
大
学
文
科
大

学
が
幾
度
も
の
延
期
を
経
て
よ
う
や
く
開
設
す
る
運
び
と
な
っ
た
。
東
京

と
は
異
な
る
そ
の
特
徴
の
一
つ
は
東
洋
学
の
研
究
に
重
き
が
置
か
れ
、
支

那
哲
学
、
東
洋
史
、
支
那
文
学
そ
れ
ぞ
れ
に
独
立
の
講
座
が
設
置
さ
れ
た

と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
創
設
委
員
の
一
人
で
あ
っ
た
狩
野
直
喜
は
西
洋
の
シ

ノ
ロ
ジ
ー
と
清
朝
の
考
証
学
を
取
り
入
れ
、
実
証
的
な
学
風
の
樹
立
を
目

指
し
て
い
た
。
狩
野
の
弟
子
と
し
て
こ
の
精
緻
な
学
風
を
受
け
継
い
だ
青

木
正
児
は
、
親
友
小
島
祐
馬
、
本
田
成
之
と
と
も
に
創
刊
し
た
同
人
誌

『
支
那
学
』
か
ら
、
現
実
の
中
国
に
注
目
す
る
「
胡
適
を
中
心
に
渦
ゐ
て

い
る
文
学
革
命
」
や
、
伝
統
的
な
漢
学
と
の
決
別
を
告
げ
る
「
本
邦
支
那

学
改
革
の
第
一
歩
」
な
ど
の
論
考
を
次
々
と
発
表
し
、
よ
り
実
証
的
な
支

那
学
を
構
築
し
よ
う
と
の
志
を
抱
い
て
い
た
。

　

本
稿
は
、
西
洋
の
シ
ノ
ロ
ジ
ー
に
目
覚
め
た
青
木
の
研
究
業
績
を
取
り

上
げ
、
彼
が
如
何
に
シ
ノ
ロ
ジ
ー
の
方
法
論
に
触
発
さ
れ
た
か
、
ま
た
、

如
何
に
シ
ノ
ロ
ジ
ー
の
研
究
手
法
を
活
用
し
自
ら
の
支
那
学
を
作
り
上
げ

た
か
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
、�

受
容
：
中
国
語
を
外
国
語
と
見
な
す
こ
そ
「
本
邦
支
那
学
革
新
の

第
一
歩
」

　

青
木
の
論
文
「
本
邦
支
那
学
革
新
の
第
一
歩
」
は
、
雑
誌
『
支
那
学
』

の
創
刊
号
（
一
九
二
〇
年
九
月
（
に
掲
載
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
教

育
勅
語
の
発
布
に
よ
り
復
活
を
遂
げ
て
き
た
漢
学
の
影
響
力
や
京
大
の
恩

師
た
ち
の
立
場
を
考
慮
し
、
第
五
号
（
一
九
二
一
年
一
月
（
に
延
期
掲
載

せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
こ
の
鋭
利
な
言
葉
遣
い
で
綴
ら
れ
た

論
文
が
伝
統
的
な
漢
文
訓
読
法
を
廃
棄
し
、
欧
文
学
習
の
よ
う
に
中
国
音

に
よ
る
漢
籍
音
読
を
採
用
す
べ
き
と
い
う
趣
旨
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
。

そ
の
論
証
に
お
い
て
多
少
性
急
な
部
分
が
あ
る
も
の
の（

1
（

、
こ
こ
で
注
目
し

た
い
の
は
、
中
国
語
あ
る
い
は
古
典
漢
文
を
漢
学
の
領
域
か
ら
離
脱
さ

せ
、
異
質
な
言
語
と
見
な
す
立
場
で
あ
る
。
青
木
が
こ
の
矯
激
の
漢
文
直
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読
論
を
提
起
し
た
の
は
、
彼
の
研
究
対
象
で
あ
る
中
国
戯
曲
に
漢
文
訓
読

の
適
用
さ
れ
な
い
台
詞
が
大
量
に
存
在
し
て
い
た
こ
と
に
由
来
し
た
も
の

で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
西
洋
の
支
那
学
の
よ
う
な
漢
文
音
読
法
が
よ
り
切

実
な
解
決
策
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
漢
文
を
外
国
語
と
見
な
す
と
い
う

青
木
の
主
張
そ
の
も
の
が
、
民
族
国
家
の
言
語
と
し
て
の
自
覚
だ
っ
た
と

言
え
る
だ
ろ
う
。

　

も
と
も
と
支
那
学
と
は
、
大
航
海
時
代
の
十
六
世
紀
に
初
め
て
中
国
に

入
っ
た
キ
リ
ス
ト
教
の
宣
教
師
が
、
多
く
の
風
俗
や
宗
教
、
思
想
、
言
語

な
ど
中
国
文
化
全
般
に
関
す
る
報
告
を
欧
州
に
伝
え
た
際
の
知
識
を
基
盤

に
成
立
し
た
シ
ノ
ロ
ジ
ー
（Sinology
（
の
訳
語
で
あ
る
。
明
治
維
新
以

降
、
伝
統
的
漢
学
と
区
別
す
る
た
め
に
次
第
に
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
き
た
が
、
戦
後
に
中
華
民
国
政
府
の
強
い
要
請
で
日
本
政
府
の
公
文
書

に
あ
る
支
那
が
中
国
と
書
き
換
え
ら
れ
る
に
伴
い
、
支
那
学
も
中
国
学
に

替
わ
る
運
び
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
さ
て
、
こ
の
シ
ノ
ロ
ジ
ー
に
つ
い
て

は
、
一
八
一
五
年
一
月
、
フ
ラ
ン
ス
が
他
国
に
先
ん
じ
て
、
そ
の
最
高
教

育
機
関
で
あ
る
コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
欧
州
諸
国
の
最

初
の
シ
ノ
ロ
ジ
ー
講
座
を
設
け
て
い
る
。
そ
の
研
究
ア
プ
ロ
ー
チ
は
中
国

語
を
習
得
し
た
う
え
で
、
多
く
の
文
献
か
ら
中
国
古
典
を
翻
訳
し
、
そ
の

文
化
や
思
想
を
解
明
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
実
際
に
、
文
献
学
を

意
味
す
る
フ
ィ
ロ
ロ
ジ
ー
（philology

（
と
い
う
英
語
は
、
も
と
も
と
の

比
較
言
語
学
と
い
う
意
味
合
い
か
ら
、
同
じ
意
味
を
持
つ
言
葉
の
比
較
や

そ
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
研
究
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
青
木
の
恩
師
狩
野

直
喜
が
こ
の
シ
ノ
ロ
ジ
ー
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
精
緻
な
文
献
学
と
清
朝

考
証
学
と
を
取
り
入
れ
、
文
献
に
よ
る
実
証
研
究
と
い
う
京
大
支
那
学
の

学
風
を
確
立
し
た
の
は
、
こ
れ
ゆ
え
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら

青
木
は
、
狩
野
か
ら
考
証
学
を
受
け
継
ぎ
、
さ
ら
に
、
外
国
語
た
る
中
国

語
の
習
得
を
日
本
の
支
那
学
の
第
一
歩
と
し
て
推
進
す
べ
き
だ
と
主
張
し

て
い
た
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
青
木
は
音
読
の
標
準
音
に
つ
い
て
も
提
言
を
試
み
て
い
る
。

と
い
う
の
も
当
時
は
北
京
音
を
標
準
に
規
定
す
べ
き
だ
と
一
般
に
考
え
ら

れ
て
い
た
が
、
古
代
の
入
声
が
北
京
音
に
は
欠
け
て
い
る
た
め
に
、
読
む

際
に
音
韻
上
で
問
題
が
生
じ
て
い
た
の
で
あ
る
。
最
も
理
想
的
な
古
音
が

伝
わ
っ
て
い
な
い
の
だ
か
ら
、
次
善
策
と
し
て
は
そ
れ
に
近
い
漢
音
も
し

く
は
呉
音
の
い
ず
れ
か
と
な
る
。
青
木
は
古
音
と
漢
音
と
の
関
係
が
、
死

語
と
な
っ
た
ラ
テ
ン
語
と
英
語
と
の
関
係
に
類
似
す
る
こ
と
を
理
由
に
挙

げ
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

現
今
に
於
け
る
ラ
テ
ィ
ン
語
は
死
語
で
あ
る
か
ら
読
音
に
厳
格
な

標
準
は
無
い
、
凡
そ
大
陸
風
の
読
方
と
英
国
風
の
読
方
と
あ
る
が
微

細
な
点
は
人
々
の
自
由
だ
、
皆
其
の
国
語
の
発
音
法
を
本
と
し
て
読

ん
で
ゐ
る
と
云
ふ
こ
と
だ
。
果
し
て
然
ら
ば
吾
々
が
支
那
の
古
文
を

読
む
場
合
も
ラ
テ
ィ
ン
語
と
同
様
に
考
へ
る
事
が
出
来
る
。
ラ
テ
ィ

ン
語
の
イ
タ
リ
ヤ
語
に
於
け
る
は
猶
ほ
支
那
古
文
の
支
那
現
代
語
に

於
け
る
が
如
く
、
ラ
テ
ィ
ン
語
の
イ
ギ
リ
ス
語
に
於
け
る
は
猶
ほ
支

―�40�―
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月
（
な
ど
の
論
考
を
世
に
出
し
て
い
る
。

　

し
か
し
、
特
筆
に
値
す
る
の
は
、
青
木
が
同
時
代
の
風
俗
を
そ
の
研
究

視
野
に
入
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
（
三
月
に

文
部
省
の
在
外
研
究
員
と
し
て
北
京
へ
留
学
し
た
青
木
は
、
そ
の
滞
在

中
、
近
代
化
に
よ
る
市
井
空
間
の
変
化
を
敏
感
に
感
じ
取
っ
て
い
た
。
寓

居
し
て
い
た
「
東
四
牌
楼
の
旧
式
な
商
店
街
で
は
昔
乍
ら
の
望
子
が
様
々

な
形
を
以
て
軒
端
に
吊
さ
れ
て
居
る
」
が
、「
前
門
外
の
盛
り
場
に
立
列

ん
だ
新
式
の
商
店
で
は
望
子
は
殆
ど
見
ら
れ
ず（

3
（

」
と
い
う
実
生
活
に
、
風

俗
画
に
長
じ
た
絵
師
を
雇
い
、
歳
事
・
礼
俗
・
居
処
・
服
飾
・
器
用
・
市

井
・
遊
楽
・
伎
芸
を
八
部
類
に
分
け
て
計
百
十
七
枚
か
ら
な
る
『
北
京
風

俗
図
譜
』
を
描
か
せ
て
い
る
。
こ
の
青
木
の
問
題
意
識
は
、
関
東
大
震
災

を
き
っ
か
け
に
今
和
次
郎
に
よ
り
提
起
さ
れ
た
考
現
学
と
相
通
じ
る
も
の

の
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
が
、
当
時
の
中
国
で
は
稀
な
も
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
在
外
留
学
中
の
青
木
は
、
北
京
大
学
歌
謡
研
究
会
の
機

関
誌
『
歌
謡
』
の
第
一
号
か
ら
第
四
十
八
号
ま
で
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
童

謡
百
二
十
八
首
を
日
本
語
に
訳
し
、『
世
界
童
話
大
系
』
の
第
十
八
巻

『
世
界
童
話
集
（
下
（』
と
し
て
世
界
童
話
大
系
刊
行
会
か
ら
発
行
し
て
い

る
。
こ
の
北
京
大
学
歌
謡
研
究
会
は
、
歌
謡
と
は
「
国
民
の
声
」
を
反
映

す
る
文
学
作
品
で
あ
る
と
見
な
し
、「
民
族
の
詩
」
へ
と
発
展
さ
せ
る
こ

と
に
資
す
る
趣
旨
を
掲
げ
て
い
た
が
、
青
木
も
ま
た
歌
謡
に
内
包
さ
れ
る

風
習
の
典
型
性
や
趣
味
性
な
ど
を
選
択
の
基
準
と
し
て
い
た
。
例
え
ば
、

『
歌
謡
』
第
二
十
七
号
か
ら
選
ば
れ
た
「
打
鉄
」（
鍛
冶
の
張
さ
ん
（
と
い

那
古
文
の
日
本
語
に
於
け
る
と
同
様
に
考
へ
得
ら
れ
る
。
も
つ
と
近

く
の
例
を
取
つ
て
見
や
う
。
日
本
と
同
一
語
族
に
属
し
、
相
近
き
文

法
を
有
す
る
朝
鮮
で
は
如
何
に
漢
籍
を
読
ん
で
ゐ
る
か
。
雨
森
芳
洲

に
従
へ
ば
彼
の
地
で
は
朝
鮮
訛
り
の
漢
音
で
直
読
し
て
ゐ
る
、
そ
れ

故
訓
読
に
よ
る
日
本
人
よ
り
遥
か
に
漢
籍
を
読
む
に
便
利
を
得
て
ゐ

る
と
云
つ
て
ゐ
る
。
し
て
見
れ
ば
吾
々
は
古
来
伝
へ
来
つ
た
漢
音
若

く
は
呉
音
に
よ
つ
て
支
那
古
文
を
読
む
と
も
差
支
は
無
い
筈
だ（

（
（

。

　

京
都
支
那
学
派
の
第
一
世
代
の
狩
野
直
喜
と
内
藤
湖
南
、
そ
し
て
第
二

世
代
に
当
た
る
青
木
や
小
島
祐
馬
、
武
内
義
雄
な
ど
は
文
献
学
の
方
法
を

駆
使
す
る
が
ゆ
え
に
経
典
の
本
文
批
評
を
重
要
視
し
て
い
た
。
そ
れ
ば
か

り
か
、
シ
ノ
ロ
ジ
ー
の
社
会
学
や
民
俗
学
の
方
法
を
も
取
り
入
れ
、
経
典

を
社
会
文
化
や
風
俗
研
究
の
材
料
と
し
て
取
り
扱
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、

狩
野
の
「
支
那
の
竈
神
に
就
い
て
」（『
哲
学
研
究
』
第
四
巻
第
七
号
、

一
九
一
九
年
七
月
（
や
「
支
那
古
代
祭
尸
の
風
俗
に
就
き
て
」（『
支
那

学
』
第
二
巻
第
九
号
、
一
九
二
二
年
五
月
（、
小
島
の
「
春
秋
時
代
と
貨

幣
経
済
」（『
支
那
学
』
第
一
巻
第
七
・
八
号
、
一
九
二
一
年
三
・
四
月
（
や

「
詩
を
通
し
て
観
た
る
周
代
の
経
済
状
態
」（『
支
那
学
』
第
三
巻
第
十
号
、

一
九
二
五
年
二
月
（
な
ど
が
そ
の
代
表
的
な
論
考
で
あ
る
。
青
木
も
ま

た
、
こ
の
シ
ノ
ロ
ジ
ー
の
民
俗
学
的
手
法
を
活
用
し
、「
望
子
（
看
板
（

考
」（『
文
化
』
第
一
巻
第
三
号
、
一
九
三
四
年
三
月
（
や
「
匙
で
飯
を
食

べ
た
支
那
の
古
風
俗
」（『
学
海
』
第
一
巻
第
六
号
、
一
九
四
四
年
十
一

―�41�―
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う
雲
南
省
の
童
謡
に
は
月
ご
と
の
風
習
が
見
ら
れ
、
第
四
十
七
号
の
「
大

姑
娘
大
」（
姉
娘
（
と
い
う
北
京
の
童
謡
に
は
北
方
の
婚
礼
の
様
子
や
服

飾
が
生
き
生
き
と
表
出
さ
れ
て
い
る
。

　

因
み
に
、
青
木
は
絵
師
に
画
か
せ
た
絵
と
い
う
形
で
の
風
俗
の
保
存
だ

け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
各
種
の
版
画
や
劇
場
の
入
場
券
な
ど
実
物
の
収
集
に

も
勤
し
ん
で
い
た
。
そ
の
成
果
と
し
て
は
名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館
に
収

蔵
さ
れ
て
い
る
四
冊
の
版
画
『
新
春
画
冊　

第
一
』、『
新
春
画
冊　

第

二
』、『
神
碼
及
娘
々
碼
』、『
祭
礼
紙
様
』
と
、
一
冊
の
芝
居
入
場
券
『
戯

単
』
が
挙
げ
ら
れ
る
。
例
え
ば
、『
戯
単
』
の
三
番
目
に
あ
る
「
北
京
各

校
滬
案
後
援
会
救
済
罷
工
工
人
遊
芸
会
」
と
い
う
一
九
二
五
年
七
月

二
十
八
日
の
演
出
は
、
同
年
五
月
三
十
日
に
上
海
労
働
者
に
よ
る
ス
ト
ラ

イ
キ
を
支
援
す
る
た
め
の
募
金
活
動
な
の
だ
が
、
こ
の
「
遊
芸
会
」
の
入

場
券
は
近
代
に
絶
え
間
な
く
勃
発
し
た
労
働
運
動
の
物
証
と
し
て
貴
重
な

存
在
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
風
俗
研
究
だ
け
で
な
く
、
西
洋
の
シ
ノ
ロ
ジ
ー
は
青
木
の

本
業
で
あ
る
文
学
研
究
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
。
そ
れ
が
南
北
二
元

風
土
の
文
学
決
定
論
で
あ
る
。
こ
れ
は
フ
ラ
ン
ス
の
文
学
史
家
で
あ
る
イ

ポ
リ
ッ
ト
・
テ
ー
ヌ
の
著
作
『
イ
ギ
リ
ス
文
学
史
』（
五
巻
、
一
八
六
四

～
一
八
六
九
（
の
序
論
で
、
文
学
や
芸
術
は
人
種
・
環
境
・
時
代
の
三
大

因
子
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
と
説
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
理
論
は
三
上

参
次
と
高
津
鍬
三
郎
の
共
著
で
あ
る
日
本
初
の
『
日
本
文
学
史
』

（
一
八
九
〇
年
（
を
発
端
と
し
て
、
明
治
後
半
に
日
本
人
に
よ
り
次
々
と

出
さ
れ
た
『
支
那
文
学
史
』
に
踏
襲
さ
れ
て
い
っ
た（

4
（

。
昭
和
十
年

（
一
九
三
五
（、
岩
波
書
店
の
依
頼
で
執
筆
さ
れ
た
青
木
の
「
支
那
思
想
・

文
学
思
想
」（
後
に
『
支
那
文
学
思
想
史
』
に
収
録
（
の
冒
頭
で
は
以
下

の
よ
う
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

　

支
那
国
民
性
の
基
調
を
成
す
も
の
は
地
の
南
北
の
別
で
あ
る
。
南

方
と
北
方
と
は
其
の
天
然
に
於
て
大
な
る
差
異
が
あ
る
、
人
種
に
於

て
も
上
古
に
在
り
て
根
源
的
に
は
別
が
あ
る
、
従
つ
て
其
の
国
民
性

の
色
彩
に
自
ら
差
異
が
あ
る
。（
中
略
（
先
づ
其
の
風
土
に
於
て
概

し
て
南
方
は
気
候
温
暖
、
土
地
低
湿
に
し
て
草
木
繁
茂
し
、
山
水
も

明
媚
で
あ
り
、
天
然
産
物
に
乏
し
い
。
故
に
南
方
の
民
は
生
活
が
比

較
的
安
楽
で
あ
り
、
南
国
的
な
空
想
や
冥
想
に
耽
る
余
裕
が
あ
る
。

従
つ
て
民
性
は
浮
華
で
、
空
想
的
で
あ
り
、
情
熱
的
で
あ
り
、
詩
的

で
あ
る
。
而
し
て
其
の
文
芸
思
想
は
耽
美
的
浪
漫
主
義
に
赴
き
、
逸

楽
的
な
華
美
遊
蕩
に
流
れ
る
傾
向
が
あ
る
。
之
に
反
し
て
北
方
の
民

は
生
活
の
為
に
努
力
を
要
す
る
。
従
つ
て
其
の
民
性
は
質
朴
で
、
現

実
的
で
あ
り
、
理
智
的
で
あ
り
、
散
文
的
で
あ
る
。
而
し
て
其
の
文

芸
思
想
は
功
利
的
現
実
主
義
に
赴
き
、
力
行
的
な
質
実
敦
朴
を
旨
と

す
る
傾
向
が
あ
る
。（
中
略
（
今
歴
代
を
通
じ
て
南
北
の
文
芸
を
大

観
す
る
に
、
政
治
の
中
心
も
し
く
は
文
化
の
淵
叢
が
移
動
す
る
に
伴

ひ
、
其
の
時
代
の
文
運
に
南
北
両
地
方
色
が
互
に
消
長
し
つ
ゝ
表
は

れ
来
つ
て
ゐ
る
。（
後
略（

5
（

（
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す
な
わ
ち
、「
北
方
」
と
「
南
方
」
と
の
文
学
上
の
差
異
は
人
種
上
に

お
け
る
根
本
的
な
区
別
に
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
然
環
境
に
育
ま
れ
た
性

格
上
の
相
違
や
、
王
朝
盛
衰
に
よ
る
文
化
中
心
の
移
転
な
ど
も
見
逃
せ
な

い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
研
究
手
法
は
明
ら
か
に
テ
ー
ヌ
に
よ
り
提

起
さ
れ
た
人
種
・
環
境
・
時
代
と
い
う
文
学
形
成
三
大
因
子
を
参
考
に
し

た
も
の
で
あ
る
。
中
国
文
学
の
特
質
を
「
北
方
」「
南
方
」
と
い
う
二
元

対
立
の
図
式
で
対
照
さ
せ
る
青
木
の
叙
述
手
法
は
古
城
貞
吉
や
藤
田
豊
八

の
『
支
那
文
学
史
』
に
も
使
用
さ
れ
た
た
め
、
読
者
の
耳
目
に
新
鮮
味
が

与
え
ら
れ
な
い
と
は
い
え
、
地
理
風
土
が
国
民
性
と
文
芸
思
想
を
決
定
す

る
と
い
う
立
論
に
は
、
テ
ー
ヌ
か
ら
の
影
響
が
い
か
に
大
き
か
っ
た
か
が

は
っ
き
り
と
見
て
取
れ
る
。

二
、
活
用
：
実
証
的
方
法
で
「
未
開
の
分
野
」
を
開
拓

　

青
木
は
既
成
の
シ
ノ
ロ
ジ
ー
の
手
法
や
理
論
に
留
ま
ら
ず
、
そ
の
研
究

法
を
踏
ま
え
た
う
え
で
の
新
た
な
研
究
を
開
拓
し
よ
う
と
試
み
た
。
前
述

し
た
よ
う
に
、
三
上
参
次
と
高
津
鍬
三
郎
は
西
洋
で
生
ま
れ
た
文
学
史
と

い
う
装
置
を
日
本
文
学
の
歴
史
に
当
て
は
め
て
取
り
扱
う
こ
と
で
『
日
本

文
学
史
』
を
完
成
さ
せ
た
。
さ
ら
に
は
こ
れ
に
刺
激
さ
れ
た
若
き
藤
田
豊

八
や
児
島
献
吉
郎
ら
が
中
国
文
学
の
歴
史
に
当
て
は
め
て
『
支
那
文
学

史
』
に
挑
ん
だ
。
こ
う
し
た
蓄
積
に
対
し
て
青
木
は
、「
明
治
以
来
支
那

文
学
研
究
の
先
輩
達
は
、
其
の
野
心
を
欧
洲
先
進
国
の
文
化
よ
り
教
へ
ら

れ
た
新
し
き
研
究
法
及
び
着
眼
点
を
活
用
す
る
こ
と
由
つ
て
、
支
那
の
学

者
に
対
し
て
機
先
を
制
し
、
一
日
の
長
を
示
し
て
来
た
」
と
高
く
評
価
し

て
い
る
一
方
で
、「
従
来
我
国
の
支
那
学
者
が
研
究
の
歩
を
進
め
た
径
路

は
、
新
し
き
体
系
に
よ
る
方
法
と
、
未
開
の
分
野
を
拓
く
こ
と
で
あ
つ

た
。
文
学
一
科
に
就
い
て
其
の
主
な
る
点
を
指
摘
す
る
な
ら
ば
、
新
し
き

体
系
を
取
れ
る
も
の
は
文
学
の
史
的
研
究
法
で
あ
り
、
未
開
の
分
野
を
拓

い
た
も
の
は
戯
曲
小
説
等
通
俗
文
学
の
評
価
を
高
め
た
こ
と
で
あ
つ
た（

6
（

」

と
、
西
洋
が
創
出
し
た
「
史
的
研
究
法
」
を
自
ら
も
駆
使
す
る
こ
と
で
戯

曲
や
小
説
な
ど
「
未
開
の
分
野
」
を
開
拓
し
よ
う
と
示
唆
し
て
い
る
。

　

西
洋
の
学
者
は
い
ち
早
く
歴
史
や
風
俗
を
探
る
材
料
と
し
て
中
国
の
戯

曲
に
注
目
し
、
そ
の
翻
訳
に
着
手
し
て
い
た
が
、
通
史
的
な
研
究
に
は
ま

だ
挑
ん
で
い
な
か
っ
た
。
例
え
ば
、
一
七
三
五
年
に
は
プ
レ
マ
ー
ル
に
よ

る
フ
ラ
ン
ス
語
訳
の
元
曲
『
趙
氏
孤
児
』（
た
だ
し
曲
辞
の
部
分
が
未
訳
（

が
収
録
さ
れ
た
『
中
国
全
誌
』
が
フ
ラ
ン
ス
で
出
版
さ
れ
、
一
八
三
二
年

に
は
コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
の
漢
学
講
座
の
二
代
目
教
授
で
あ
る

ジ
ュ
リ
ア
ン
に
よ
る
翻
訳
『
灰
闌
記
』
も
フ
ラ
ン
ス
で
、
一
八
三
八
年
に

は
フ
ラ
ン
ス
の
東
洋
言
語
学
校
の
中
国
語
講
座
の
初
代
教
授
で
あ
る
バ
ザ

ン
に
よ
る
翻
訳
戯
曲
集
（
序
論
と
「
㑳
梅
香
」「
合
汗
衫
」「
貨
郎
旦
」

「
竇
娥
冤
」
四
本
の
戯
曲
の
翻
訳
か
ら
な
る
（
も
ま
た
フ
ラ
ン
ス
で
世
に

出
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
青
木
は
西
洋
に
創
出
さ
れ
た

文
学
史
の
装
置
を
中
国
戯
曲
に
応
用
す
る
こ
と
で
『
支
那
近
世
戯
曲
史
』
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こ
の
よ
う
な
盛
衰
の
流
れ
で
は
な
く
、
上
世
・
実
用
娯
楽
時
代
（
上
古
よ

り
漢
ま
で
（、
中
世
・
文
芸
至
上
時
代
（
魏
晋
南
北
朝
よ
り
唐
ま
で
（、
近

世
・
倣
古
低
徊
時
代
（
宋
よ
り
清
ま
で
（
の
三
つ
の
段
階
に
分
け
て
い
る
。

こ
れ
は
一
見
す
る
と
上
古
・
中
世
・
近
代
の
西
洋
か
ら
の
区
分
方
法
を
踏

襲
し
た
よ
う
に
見
え
る
が
、
本
質
的
に
は
文
芸
が
道
徳
の
桎
梏
か
ら
解
放

さ
れ
る
か
ど
う
か
を
基
準
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
実
用
娯
楽
時
代
と

文
芸
至
上
時
代
と
で
区
切
り
を
つ
け
、
文
藻
が
華
麗
か
素
朴
か
と
い
っ
た

美
学
的
特
徴
の
基
準
に
よ
っ
て
文
芸
至
上
時
代
と
倣
古
低
徊
時
代
を
区
別

し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
青
木
は
文
学
思
想
史
の
変
遷
を
す
る
に

あ
た
っ
て
表
裏
の
二
重
基
準
を
設
定
し
て
い
た
の
で
あ
る（

8
（

。

　

西
洋
の
文
学
史
の
枠
組
み
を
活
か
す
こ
と
で
完
成
し
た
青
木
の
『
支
那

近
世
戯
曲
史
』
は
、
著
者
自
身
の
観
劇
経
験
に
基
づ
き
、
戯
曲
の
仕
組
み

や
音
曲
な
ど
が
科
学
的
に
分
析
さ
れ
て
い
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
青
木
の

大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
（
の
中
国
留
学
は
戯
曲
鑑
賞
に
も
そ
の
目
的
が

あ
っ
た
。
ま
ず
戯
曲
の
構
造
に
着
目
し
、
雑
劇
と
戯
文
と
の
相
違
を
分
析

す
る
こ
と
で
、
悲
劇
は
元
の
雑
劇
に
あ
る
の
に
明
清
の
戯
文
に
は
な
い
と

い
う
王
国
維
の
結
論
を
実
証
し
た
。
こ
れ
に
関
連
し
て
、
伝
奇
『
青
衫

記
』
の
め
で
た
い
一
齣
の
後
に
突
然
戦
争
の
一
齣
が
挿
入
さ
れ
た
の
は
な

ぜ
か
と
い
う
狩
野
の
疑
問
に
対
し
て
、
青
木
は
「
其
対
偶
的
単
調
を
破
る

為
に
滑
稽
場
或
は
武
場
等
挿
演
す（

9
（

」
と
、
戯
文
の
構
造
か
ら
説
明
を
加
え

て
い
る
。
次
に
戯
曲
の
筋
立
や
曲
詞
に
着
目
し
、
そ
の
優
劣
を
品
評
し
て

い
た
。
例
え
ば
、
元
末
の
戯
文
『
白
兎
記
』
に
対
し
て
は
、「
此
戯
関
目

（
一
九
三
〇
年
（
を
著
し
た
と
も
言
え
よ
う
。
無
論
、「
本
書
を
作
る
は
王

忠
慤
先
生
の
名
著
『
宋
元
戯
曲
史
』
の
後
を
継
が
ん
と
の
志
に
出
づ
」
と

こ
の
著
作
の
冒
頭
に
記
載
し
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
著
作
を
世
に
問
う
た

直
接
の
原
因
が
「
元
曲
は
活
文
学
な
り
、
明
清
の
曲
は
死
文
学
な
り（

（
（

」
と

い
う
王
国
維
の
論
断
へ
の
反
発
で
あ
っ
た
こ
と
に
異
論
は
な
い
。

　

な
お
、
こ
の
青
木
の
『
支
那
近
世
戯
曲
史
』
に
先
行
し
て
笹
川
臨
風
の

『
支
那
小
説
戯
曲
小
史
』（
一
八
九
七
年
（
が
出
版
さ
れ
て
い
た
が
、
こ
の

笹
川
の
第
一
篇
で
は
元
代
か
ら
宋
代
ま
で
の
小
説
戯
曲
の
発
展
に
つ
い
て

一
通
り
簡
潔
に
述
べ
ら
れ
、
第
二
篇
以
降
で
は
元
代
、
明
代
、
清
代
と

い
っ
た
王
朝
の
交
替
に
沿
っ
て
叙
述
が
進
め
ら
れ
て
い
た
。
こ
の
王
朝
ご

と
に
文
学
史
を
区
切
る
方
法
が
日
中
両
国
初
期
の
文
学
史
著
作
で
は
常
套

手
法
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
久
保
天
随
の
『
支
那
文
学
史
』（
早
稲
田
大
学

出
版
部
、
一
九
一
〇
年
（
や
、
児
島
献
吉
郎
の
『
支
那
文
学
史
綱
』（
富

山
房
、
一
九
一
二
年
（
な
ど
に
は
、
歴
史
を
古
代
、
中
世
、
近
代
の
三
期

に
区
分
す
る
方
法
も
見
ら
れ
た
が
、
こ
れ
は
シ
ノ
ロ
ジ
ー
を
含
む
西
洋
の

時
代
区
分
の
枠
組
み
か
ら
伝
わ
っ
て
き
た
も
の
で
あ
っ
た
。
一
方
の
青
木

は
こ
れ
ら
二
つ
の
方
法
に
は
拘
泥
せ
ず
、
戯
曲
そ
れ
自
体
に
内
在
す
る
変

遷
を
見
据
え
、
南
戯
復
興
期
を
元
の
中
葉
か
ら
明
の
正
徳
ま
で
、
崑
曲
昌

盛
期
を
明
の
嘉
靖
よ
り
清
の
康
熙
ま
で
、
花
部
勃
興
期
を
乾
隆
末
よ
り
清

朝
末
ま
で
、
と
演
劇
の
種
類
の
盛
衰
軌
跡
に
沿
っ
て
そ
の
起
伏
を
描
き
出

し
て
い
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
青
木
は
中
国
各
時
代
の
文
学
思
潮
を
取
扱
う
際
に
は
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（
筆
者
注
：
事
の
顛
末
（
の
不
自
然
な
る
処
往
々
有
り
と
雖
も
、
野
趣
有

り
情
味
も
富
か
に
し
て
、
之
を
部
分
的
に
見
る
時
は
惻
々
と
し
て
人
の
胸

に
迫
る
も
の
有
り
。
其
曲
詞
極
め
て
質
朴
俚
鄙
に
し
て
好
語
妙
句
無
し（

（1
（

」

と
評
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
構
造
の
分
析
に
比
べ
、
筋
立
や
曲
辞
の
分
析

は
伝
統
知
識
人
の
感
受
性
に
傾
き
や
す
く
、
実
証
性
が
や
や
欠
け
る
嫌
い

が
あ
る
と
こ
ろ
に
つ
い
て
は
こ
こ
に
指
摘
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

第
一
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
漢
学
に
対
す
る
反
逆
者
の
汚
名
を
着
せ
ら

れ
て
ま
で
も
青
木
が
漢
文
直
読
論
を
押
し
通
そ
う
と
し
た
の
は
、
戯
曲
台

本
に
交
え
た
科
白
が
訓
読
に
適
し
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
っ
た
。『
支
那
近

世
戯
曲
史
』
が
出
さ
れ
た
三
年
後
の
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
（、
青
木
は

共
立
社
の
「
漢
文
学
講
座
」
の
た
め
に
執
筆
し
た
「
支
那
戯
曲
史
」
で
前

述
の
よ
う
な
戯
曲
の
優
劣
を
品
評
す
る
際
に
お
け
る
科
白
の
重
要
性
を
改

め
て
強
調
し
て
い
る
。
狩
野
直
喜
が
羅
振
玉
の
蔵
本
を
借
用
し
て
『
覆
元

槧
古
今
雑
劇
（
三
十
種
（』
を
覆
刻
し
た
際
に
は
科
白
が
ほ
と
ん
ど
省
略

さ
れ
て
い
た
た
め
、
青
木
は
狩
野
の
弟
子
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
「
是
で

は
一
劇
の
全
貌
は
窺
ひ
難
く
、
科
白
の
妙
味
を
知
る
に
由
な
き
の
み
な
ら

ず
、
結
構
の
巧
拙
す
ら
十
分
な
る
鑑
賞
は
遂
げ
得
ら
れ
ぬ
」
と
、
そ
の
価

値
を
低
く
評
価
し
た
ほ
ど
で
あ
る
。
青
木
は
こ
の
観
点
に
基
づ
き
従
来
は

曲
詞
の
品
評
の
み
に
使
わ
れ
て
い
た
「
本
色
派
」「
当
行
派
」
を
「
本
色

派
」「
文
采
派
」
と
改
め
、
そ
の
意
味
合
い
を
構
造
に
ま
で
拡
大
し
、
以

下
の
よ
う
に
説
明
を
加
え
て
い
る
。

　

大
約
曲
詞
が
素
樸
で
口
語
を
多
く
用
ゐ
た
も
の
を
本
色
派
と
し
、

藻
麗
で
雅
言
を
比
較
的
多
く
用
ゐ
た
も
の
を
文
采
派
と
定
義
し
て
置

く
。
而
し
て
此
二
派
を
概
観
す
れ
ば
、
文
采
派
は
曲
詞
の
藻
絵
に
の

み
力
を
注
い
で
劇
の
結
構
排
場
に
拙
な
る
者
が
多
く
、
本
色
派
は
寧

ろ
結
構
排
場
に
力
を
注
い
で
曲
詞
は
平
実
素
樸
な
も
の
が
多
い
。
歌

曲
と
排
場
と
の
両
全
を
以
て
理
想
と
す
べ
き
で
あ
る
が
、
其
の
い
づ

れ
か
に
傾
き
易
い
の
は
自
然
の
情
勢
で
あ
る
。（
中
略
（
か
く
詞
林

の
評
論
が
本
色
派
を
軽
ん
ず
る
は
、
蓋
し
曲
詞
に
重
き
を
置
い
て
其

典
麗
な
る
を
喜
び
、
劇
の
結
構
科
白
を
第
二
義
的
に
見
て
居
る
か
ら

で
あ
る（

（（
（

。

　

こ
う
し
て
見
れ
ば
、
青
木
は
戯
劇
に
お
い
て
は
典
雅
な
曲
詞
よ
り
も
構

造
と
科
白
を
重
要
視
し
て
い
た
こ
と
が
改
め
て
分
か
る
。
ゆ
え
に
、
本
色

派
の
第
一
人
者
で
あ
る
関
漢
卿
の
雑
劇
に
対
し
て
「
結
構
も
自
然
に
し
て

而
も
工
み
」
と
大
い
に
評
価
し
て
い
る
一
方
で
、
文
采
派
の
第
一
人
者
で

あ
る
王
実
甫
の
曲
詞
は
艶
麗
の
た
め
あ
ま
り
評
価
せ
ず
に
、
そ
の
改
編
さ

れ
た
『
西
廂
記
』
に
対
し
て
は
「
結
構
は
波
瀾
起
伏
し
て
関
目
の
佳
な
る

も
の
甚
だ
多
く
」
と
、『
麗
春
堂
』
に
対
し
て
は
「
結
構
を
以
て
論
ず
可

き
で
無
く
、
歌
曲
本
位
の
作
で
あ
る
」
と
、
構
造
を
第
一
義
と
し
て
品
評

し
て
い
る
。

　

注
目
す
べ
き
は
、
戯
曲
研
究
や
翻
訳
の
際
に
、
青
木
が
西
洋
に
関
わ
り

の
あ
っ
た
脚
本
翻
訳
を
始
終
意
識
し
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
例
え
ば
、
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南
戯
復
興
第
一
の
傑
作
と
言
わ
れ
た
『
琵
琶
記
』
に
つ
い
て
は
、「
仏
人

M
.Bazin

の
翻
訳
本�L’H

istoire�du�Luth

（
西
紀
一
八
四
一
刊
（
有
り

と
云
ふ
（
エ
ル
デ
ィ
エ
編
『
支
那
書
志
』（。
元
明
の
戯
文
は
此
記
の
外
未

だ
欧
訳
本
有
る
と
聞
か
ず（

（1
（

」
と
言
及
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
前
述
し
た
紀

君
祥
の
『
趙
氏
孤
児
』
に
つ
い
て
は
、「
夙
に
欧
洲
に
盛
伝
さ
れ
た
劇
で
、

R.P.de�Prém
are

の
仏
訳
本
、
又
英
語
重
訳
本
、
仏
国
の
文
豪V

oltaire

の
翻
訳
本
も
有
り
、
後
復
たS.Julien

の
仏
訳
本
も
有
る
と
云
ふ
」
と
述

べ
て
い
る
。
ま
た
、「『
看
銭
奴
』
はS.Julien

仏
訳
本
及
び
訳
者
未
詳
の

英
訳
本
あ
り
、『
汗
衫
記
』
はM

.Bazin

の
仏
訳
本
が
有
る
と
云
ふ
、
い

づ
れ
も
夙
に
欧
洲
に
紹
介
さ
れ
た
劇
で
あ
る
」、「『
老
生
児
』
は
の

J.F.D
avis

英
訳
本
及
び
仏
語
重
訳
が
有
る
と
云
ふ
」、「『
漢
宮
秋
』
は
夙

にJ.F.D
avis

の
英
訳
本
（
一
八
二
九
年
刊
（
有
り
欧
洲
に
知
ら
れ
た
劇

の
一
で
あ
る（

（1
（

」
な
ど
の
記
述
が
多
く
見
ら
れ
る
。

　

そ
の
他
に
も
、
青
木
は
戯
曲
研
究
に
お
け
る
構
造
分
析
の
実
証
的
手
法

を
駆
使
す
る
こ
と
で
、『
詩
経
』
に
あ
る
九
篇
の
詩
の
分
け
方
を
見
直
し

て
い
る
。『
詩
経
』
の
詩
は
こ
れ
に
音
楽
を
合
わ
せ
て
繰
り
返
し
て
詠
ま

れ
る
も
の
で
、
そ
の
重
要
な
特
徴
は
リ
ズ
ム
に
あ
る
。
こ
の
特
徴
を
手
掛

か
り
と
し
て
、
詩
形
か
ら
見
る
と
、
一
章
の
み
で
繰
り
返
し
て
詠
み
得
な

い
も
の
が
、
三
百
五
篇
の
詩
の
中
に
は
「
周
頌
」
に
三
十
一
篇
、「
南
頌
」

に
三
篇
あ
っ
た
。
残
り
の
数
章
か
ら
な
る
二
百
七
十
一
篇
を
検
し
た
と
こ

ろ
、
章
法
不
斉
の
も
の
は
三
十
一
篇
し
か
な
か
っ
た
。
一
篇
中
に
あ
る
各

章
の
句
数
が
斉
一
で
、
そ
の
各
章
で
は
歌
辞
が
類
似
の
言
辞
を
反
復
畳
用

す
る
形
式
（
畳
詠
体
（
を
取
っ
て
い
る
も
の
が
極
め
て
多
か
っ
た
。
青
木

は
畳
詠
の
規
則
に
よ
っ
て
十
三
種
類（

（1
（

と
整
理
し
た
う
え
で
、
二
章
畳
詠
式

と
三
章
畳
詠
式
が
最
も
普
通
で
、
そ
れ
ぞ
れ
三
十
八
篇
と
七
十
七
篇
に
達

す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
一
方
、
風
・
雅
・
頌
の
別
で
畳
詠
体

の
篇
数
を
見
る
と
、
国
風
百
六
十
篇
の
中
に
百
三
十
三
篇
、
小
雅
七
十
二

篇
の
中
に
四
十
二
篇
、
大
雅
三
十
一
篇
の
中
に
五
篇
、
頌
四
十
篇
の
中
に

二
篇
、
そ
れ
ぞ
れ
見
ら
れ
た
。
こ
の
分
析
に
よ
り
国
風
に
は
シ
ン
プ
ル
な

畳
詠
体
が
最
も
多
い
こ
と
が
分
か
る
。
詩
の
発
展
径
路
か
ら
言
え
ば
、
そ

の
成
立
時
期
が
最
も
古
い
は
ず
で
あ
る（

（1
（

。
こ
れ
ら
の
見
地
に
基
づ
き
、
青

木
は
国
風
の
第
一
篇
「
関
雎
」
の
構
造
に
疑
問
を
提
起
し
た
の
で
あ
る
。

説
明
の
便
宜
の
た
め
、
そ
の
原
文
を
以
下
に
挙
げ
て
お
く
。

関
関
雎
鳩8　

在
河
之
洲8　

窈
窕
淑
女　

君
子
好
逑8　
（
第
一
章
（

参
差
荇
菜　

左
右
流4
之　

窈
窕
淑
女　

寤
寐
求4
之　
（
第
二
章
（

求
之
不
得8　

寤
寐
思
服8　

悠
哉
悠
哉　

輾
轉
反
側8　
（
第
三
章
（

参
差
荇
菜　

左
右
采4
之　

窈
窕
淑
女　

琴
瑟
友4
之　
（
第
四
章
（

参
差
荇
菜　

左
右
芼4
之　

窈
窕
淑
女　

鐘
鼓
楽4
之　
（
第
五
章
（

　

傍
線
で
示
し
た
第
二
・
四
・
五
章
は
初
句
か
ら
見
れ
ば
明
ら
か
に
畳
詠
体

の
特
徴
と
一
致
し
て
い
る
。
ま
た
、
押
韻
法
か
ら
見
れ
ば
、
強
調
記
号
で

示
し
た
よ
う
に
、
第
二
・
四
・
五
章
は
い
ず
れ
も
第
二
・
四
句
に
韻
を
踏
ま

せ
て
い
る
た
め
に
、
こ
の
三
章
で
一
つ
の
畳
詠
体
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
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る
。
そ
の
一
方
で
、
残
り
の
第
一
・
三
章
は
第
一
・
二
・
四
句
が
韻
を
踏
ん

で
い
る
。
内
容
の
つ
じ
つ
ま
か
ら
考
え
れ
ば
、
青
木
は
「
前
者
は
君
子
が

配
偶
者
と
し
て
淑
女
を
求
め
て
得
難
く
煩
悶
す
る
の
情
を
叙
し
た
詩
で
あ

り
、
後
者
は
淑
女
を
求
め
遂
に
之
を
得
て
琴
瑟
相
和
す
る
の
喜
び
を
詠
じ

た
詩
と
看
な
」
し
、
そ
れ
ゆ
え
第
一
章
と
第
三
章
の
間
に
は
一
句
が
脱
落

し
て
い
る
に
相
違
な
い
と
推
断
し
て
い
る
。
こ
れ
に
基
づ
き
、
原
貌
を
復

元
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

関
関
雎
鳩8　

在
河
之
洲8　

窈
窕
淑
女　

君
子
好
逑8　
（
第
一
章
（

関
関
雎
鳩0　

□
□
□
□0　

窈
窕
淑
女　

□
□
□
□0　
（
脱　

落
（

求
之
不
得8　

寤
寐
思
服8　

悠
哉
悠
哉　

輾
轉
反
側8　
（
第
三
章
（

参
差
荇
菜　

左
右
流4
之　

窈
窕
淑
女　

寤
寐
求4
之　
（
第
二
章
（

参
差
荇
菜　

左
右
采4
之　

窈
窕
淑
女　

琴
瑟
友4
之　
（
第
四
章
（

参
差
荇
菜　

左
右
芼4
之　

窈
窕
淑
女　

鐘
鼓
楽4
之　
（
第
五
章
（

　

こ
の
復
元
で
は
第
一
章
・
脱
落
章
・
第
三
章
が
ひ
と
塊
で
、
前
二
章
畳

詠
、
後
一
章
独
立
の
形
を
取
り
、
残
り
の
第
二
・
四
・
五
章
が
も
う
一
つ
の

塊
で
、
三
章
畳
詠
式
の
形
を
取
っ
て
い
る
。
ま
た
、
詩
は
楽
曲
に
合
わ
せ

て
詠
ま
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
青
木
は
音
楽
の
角
度
か
ら
自

ら
の
推
論
を
検
証
し
て
み
て
い
る
。
一
篇
の
畳
詠
体
に
し
て
句
数
斉
一
の

各
章
は
同
一
の
楽
曲
を
繰
り
返
し
て
詠
ま
れ
る
は
ず
な
の
で
、
も
し
「
関

雎
」
が
二
篇
に
よ
り
合
成
さ
れ
た
も
の
だ
と
す
れ
ば
、
そ
の
楽
曲
も
二
種

の
合
成
と
な
る
た
め
、「
そ
の
楽
曲
の
編
成
を
想
像
す
る
に
、
第
一
章
よ

り
第
三
章
ま
で
は
同
じ
曲
を
繰
り
返
し
、
第
四
章
に
至
り
曲
を
変
じ
、
第

五
章
こ
れ
を
承
け
て
繰
り
返
す
わ
け
で
無
か
ら
う
か（

（1
（

」
と
青
木
は
論
じ
て

い
る
。
こ
う
し
て
、
青
木
は
孔
子
の
言
っ
た
論
断
「
関
雎
の
乱お

わ

り
、
洋
洋

乎
と
し
て
耳
に
盈
つ
る
哉
」
を
実
証
で
き
た
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
青
木
は
こ
の
構
造
分
析
法
を
『
離
騒
』
九
歌
に
も
活
か
し
て

い
る
。
ま
ず
、
九
歌
を
祭
祀
の
歌
舞
と
見
な
さ
な
い
従
来
の
論
調
に
反
駁

を
加
え
、「
祭
祀
の
歌
舞
は
必
ず
し
も
神
を
降
す
の
み
を
以
て
其
目
的
と

せ
ず
、
神
事
を
演
じ
て
観
衆
に
教
訓
と
興
味
と
を
与
ふ
る
こ
と
も
亦
重
要

な
目
的
で
あ
る（

（1
（

」
と
、
新
た
な
見
方
を
提
起
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

祭
祀
の
歌
舞
の
「
根
本
精
神
」
に
つ
い
て
は
、「
祭
者
の
誠
を
神
に
致
す

こ
と
（
①
（」
に
加
え
、
さ
ら
に
「
神
に
関
す
る
事
蹟
習
性
等
を
演
じ
て

宗
教
的
教
訓
或
は
興
味
を
観
衆
に
与
へ
る
こ
と
（
②
（」
と
定
義
し
て
い

る
。
こ
の
う
ち
、
①
に
つ
い
て
は
「
宗
教
的
至
誠
を
表
は
す
者
」
と
「
至

誠
の
情
を
恋
愛
に
託
し
て
言
ふ
者
」
と
に
細
分
し
、
九
歌
の
中
の
「
東
皇

太
一
」、「
雲
中
君
」、「
礼
魂
」
は
前
者
に
、「
湘
君
」、「
湘
夫
人
」、「
小

司
命
」
は
後
者
に
属
す
も
の
だ
と
論
じ
て
い
る
。
も
う
一
方
の
②
に
つ
い

て
は
「
観
衆
に
宗
教
的
教
訓
を
与
ふ
る
を
目
的
と
す
る
者
」
と
「
観
衆
に

宗
教
的
興
味
を
与
ふ
る
を
目
的
と
す
る
者
」
と
細
分
し
、「
大
司
命
」、

「
国
殤
」
は
前
者
に
、「
東
君
」、「
河
伯
」、「
山
鬼
」
は
後
者
に
帰
す
べ
き

も
の
だ
と
述
べ
て
い
る
。
九
歌
と
名
づ
け
ら
れ
て
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
実
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際
は
十
一
篇
か
ら
成
る
と
い
う
従
来
の
争
論
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
に
対
し

て
青
木
は
、「
湘
君
」
と
「
大
司
命
」
が
春
季
の
祭
事
に
、「
湘
夫
人
」
と

「
小
司
命
」
が
秋
季
の
祭
事
に
用
い
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
実
演
の
際
に
は

こ
れ
ら
四
篇
の
中
か
ら
二
篇
の
み
が
選
択
さ
れ
る
こ
と
で
、
春
に
も
秋
に

も
九
篇
が
用
い
ら
れ
る
の
で
九
歌
な
の
だ
と
、
各
篇
の
歌
舞
的
要
素
を
明

ら
か
に
し
た
う
え
で
結
論
付
け
て
い
る
。

　

青
木
は
戯
曲
の
構
造
や
脚
色
、
歌
曲
な
ど
の
要
素
に
準
じ
、
楚
国
に
盛

行
さ
れ
た
巫
風
の
性
質
と
様
式
を
土
台
に
し
て
、
九
歌
が
祭
祀
的
歌
舞
で

あ
る
以
上
は
九
歌
に
歌
舞
と
し
て
の
実
演
可
能
性
と
一
貫
性
が
あ
る
と
論

証
し
て
い
る
。
ま
ず
、
性
別
に
よ
り
、
祭
神
を
陽
神
と
陰
神
、
男
鬼
と
女

鬼
に
分
か
ち
、
祭
祀
を
務
め
る
男
巫
と
女
巫
に
は
主
祭
者
、
助
祭
者
、
扮

神
者
な
ど
の
役
を
担
わ
せ
る
。
さ
ら
に
、
各
篇
の
歌
辞
に
よ
り
、
そ
の
歌

舞
様
式
を
独
唱
独
舞
式
、
対
唱
対
舞
式
、
合
唱
合
舞
式
と
い
う
三
種
類
に

分
別
し
た
。
こ
う
し
て
各
篇
の
巫
の
配
役
と
歌
舞
様
式
を
以
下
の
よ
う
に

規
定
し
て
い
る
。

「
東
皇
太
一
」（
陽
神
（
⇨
男
巫
（
主
祭
者
（
⇨
独
唱
独
舞

「
雲 

中 

君
」（
陽
神
（
⇨
女
巫
（
神
所
憑
者
（
⇨
独
唱
独
舞

「
湘　
　

君
」（
陰
神
（
⇨
男
巫
（
主
祭
者
（
⇨
独
唱
独
舞

「
湘 

夫 

人
」（
陰
神
（
⇨
男
巫
（
主
祭
者
（
⇨
独
唱
独
舞

「
大 

司 

命
」（
陽
神
（�

⇨
男
巫
（
扮
神
者
（
女
巫
（
主
祭
者
（�

�

⇨
対
唱
対
舞

「
小 

司 

命
」（
陰
神
（�

⇨
男
巫
（
主
祭
者
（
女
巫
（
助
祭
者
（�

�

⇨
対
唱
対
舞

「
東　
　

君
」（
陽
神
（�

⇨
男
巫
（
扮
神
者
（
女
巫
（
主
祭
者
（�

�

⇨
対
唱
対
舞

「
河　
　

伯
」（
陽
神
（�

⇨
男
巫
（
扮
神
者
（
女
巫
（
主
祭
者
（�

�

⇨
合
唱
合
舞

「
山　
　

鬼
」（
陰
神
（
⇨
女
巫
（
扮
神
者
（
⇨
独
唱
独
舞

「
国　
　

殤
」（
男
鬼
（
⇨
男
巫
（
扮
壮
士
者
（
⇨
独
唱
独
舞

「
礼　
　

魂
」（
男
鬼
・
女
鬼
（
⇨
女
巫
数
人
⇨
合
唱
合
舞

　

ま
た
、
そ
の
各
篇
の
連
続
性
に
つ
い
て
、
青
木
は
「
之
を
一
組
の
歌
舞

辞
と
見
る
に
最
も
重
要
な
る
首
尾
の
結
構
も
具
備
し
て
居
る
と
思
ふ
」
と

記
し
た
う
え
で
、
そ
の
理
由
を
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

首
編
の
「
東
皇
太
一
」
は
其
神
已
に
天
神
の
貴
き
者
で
あ
り
、
其

歌
意
は
最
も
厳
粛
平
静
で
、
神
来
り
享
け
欣
々
と
し
て
楽
康
し
て
居

り
、
洵
に
祭
礼
を
始
む
る
に
適
し
た
歌
辞
で
あ
る
。
次
で
「
雲
中

君
」
以
下
次
第
に
神
や
巫
の
活
躍
が
目
ざ
ま
し
く
な
り
、
終
に
近
づ

い
て
「
河
伯
」「
山
鬼
」
と
や
や
下
卑
た
神
が
跳
り
出
し
、
最
後
の

「
礼
魂
」
は
僅
か
五
句
の
短
篇
で
、
幾
人
か
の
巫
女
が
手
に
花
を
持

つ
て
交
代
に
舞
ひ
つ
つ
、
春
秋
二
祭
を
永
遠
に
絶
た
ざ
ら
ん
と
唱
つ

て
結
ん
で
あ
る
。
簡
単
で
華
や
か
で
而
も
余
韻
が
有
り
、
歌
劇
的
収
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場
に
応
は
し
い
趣
が
あ
る
。
勿
論
「
東
皇
太
一
」
以
下
の
編
次
は
略

ぼ
神
の
尊
卑
に
従
つ
て
排
列
し
た
も
の
ら
し
く
も
考
へ
ら
れ
る
が
、

「
東
皇
太
一
」
と
「
礼
魂
」
と
は
首
尾
の
用
に
し
つ
く
り
当
て
は
ま

つ
て
全
体
を
締
め
く
く
つ
て
居
る（

（1
（

。

　

さ
ら
に
、
青
木
は
戯
曲
の
結
構
に
擬
し
て
対
唱
対
舞
の
形
式
を
取
っ
て

い
る
「
大
司
命
」、「
小
司
命
」、「
東
君
」
が
実
演
に
用
い
ら
れ
る
際
に
脚

本
作
り
を
試
み
て
い
る
。
従
来
「
小
司
命
」
を
め
ぐ
っ
て
は
諸
説
が
あ
っ

た
。
例
え
ば
王
逸
の
『
楚
辞
章
句
』
の
よ
う
に
こ
れ
を
屈
原
の
自
述
と
見

な
し
て
い
る
も
の
も
あ
れ
ば
、
朱
熹
の
『
楚
辞
集
注
』
の
よ
う
に
第
一
章

よ
り
第
四
章
ま
で
を
女
巫
の
言
と
、
第
五
章
を
神
の
語
と
、
第
六
章
を
衆

人
の
詞
と
し
た
も
の
も
あ
り
、
さ
ら
に
は
、
陳
本
礼
の
『
屈
辞
精
義
』
の

よ
う
に
こ
の
一
篇
を
全
部
巫
の
語
と
見
な
し
て
い
る
も
の
も
あ
っ
た
。
ま

た
、
戴
震
の
『
屈
原
賦
注
』
の
よ
う
に
全
篇
を
屈
原
の
自
述
と
見
な
し
て

い
る
も
の
の
、
第
一
章
を
「
先
づ
人
が
己
を
詰
る
の
辞
を
設
為
」
し
た
も

の
と
し
、
第
二
章
之
を
承
け
「
因
て
是
の
問
に
答
ふ
る
」
も
の
と
解
し
て

い
る
も
の
も
あ
っ
た
。
青
木
は
以
上
の
諸
説
を
排
し
、「
仮
に
小
司
命
を

女
神
と
見
な
し
て
、
主
祭
の
男
巫
が
之
を
恋
し
て
煩
悶
す
る
と
、
助
祭
の

女
巫
が
傍
か
ら
之
を
調
笑
す
る
。
此
の
両
巫
の
掛
合
ひ
で
、
神
も
ち
よ
つ

と
登
場
す
る
と
云
ふ
見
方
に
し
て
、
滑
稽
趣
味
の
有
る
も
の
と
解
し
」
た

こ
と
に
基
づ
き
、
実
演
用
の
脚
本
を
作
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

（
主
祭
巫
・
助
祭
巫
登
場
、
主
祭
巫
唱
ふ
）

秋
蘭
兮
糜
蕪
。
羅
生
兮
堂
下
。
緑
葉
兮
素
枝
。
芳
菲
菲
兮
襲
予
。

　

⇨�

青
木
注
：
神
将
に
己
れ
に
降
ら
ん
と
す
る
の
気
は
ひ
あ
る
を
感

ず
。

（
助
祭
巫
唱
ふ
）

夫
人
自
有
兮
美
子
。
蓀
何
以
兮
愁
苦
。

　

⇨�

青
木
注
：
神
（
夫
人
（
に
は
別
に
愛
人
あ
り
、
汝
之
を
恋
す
る

も
無
益
な
り
。「
蓀
」
も
と
香
草
の
名
、
転
じ
て
人
代
名
詞
二

人
称
或
は
三
人
称
に
用
ゐ
る
。
美
称
で
あ
ら
う
。
こ
こ
で
は
主

祭
の
巫
に
対
し
て
言
ふ
。

（
神
巫
登
場
・
主
祭
巫
唱
ふ
）

秋
蘭
兮
青
青
。
緑
葉
兮
紫
莖
。
満
堂
兮
美
人
。
忽
独
与
余
兮
目
成
。

　

⇨�

青
木
注
：
神
は
降
り
て
満
堂
の
衆
人
中
独
り
余
に
秋
波
を
送
れ

り
。「
与
余
兮
目
成
」
は
神
が
降
つ
て
主
祭
の
巫
に
意
あ
る
が

如
く
、
目
と
目
と
見
合
せ
て
暗
黙
の
中
愛
情
が
成
立
。

（
神
巫
下
場
し
か
け
る
。
助
祭
巫
唱
ふ
）

入
不
言
兮
出
不
辞
。
乗
回
風
兮
載
雲
旗
。

　

⇨�

青
木
注
：
然
れ
ど
も
神
は
無
言
に
し
て
来
り
、
又
別
辞
を
も
述

ぶ
る
こ
と
無
く
、
忽
ち
回
風
に
乗
じ
去
れ
る
に
非
ず
や
。
汝
の

喜
び
も
束
の
間
に
し
て
忽
ち
最
大
の
悲
み
に
逢
へ
り
。「
入
不

言
…
…
載
雲
旗
」
は
主
巫
が
神
と
目
成
し
た
と
得
意
に
な
つ
て

ゐ
る
矢
先
に
神
が
去
つ
た
の
で
、
助
巫
が
其
の
事
を
言
就
て
之
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を
調
笑
す
る
語
を
見
な
す
。

（
主
祭
巫
唱
ふ
）

悲
莫
悲
兮
生
別
離
。
楽
莫
楽
兮
新
相
如
。

　

⇨�
青
木
注
：
余
と
目
成
し
て
新
し
い
知
己
を
得
た
楽
し
さ
も
束
の

間
、
忽
ち
神
は
去
つ
て
生
別
離
の
最
大
悲
劇
と
な
つ
た
。

（
助
祭
巫
唱
ふ
）

荷
衣
兮
蕙
帯
。
儵
而
来
兮
忽
而
逝
。

　

⇨�

青
木
注
：
然
り
神
は
忽
ち
来
り
忽
ち
去
れ
り
。
あ
ゝ
神
よ
今
天

上
雲
際
に
在
り
て
誰
を
か
待
て
る
。

（
主
祭
巫
唱
ふ
）

夕
宿
兮
帝
郊
。
君
誰
須
兮
雲
之
際
。

　

⇨�

青
木
注
：「
君
」
は
小
司
命
を
指
す

（
神
巫
唱
ひ
つ
ゝ
下
場
）

与
女
沐
兮
咸
池
。
晞
女
髪
兮
陽
之
阿
。
望
美
人
兮
未
来
。
臨
風
怳
兮

浩
歌
。

　

⇨�

青
木
注
：
神
よ
願
く
ば
汝
に
従
ひ
共
に
咸
池
に
沐
し
暘
谷
に
髪

を
乾
か
さ
ん
。
神
の
来
り
て
我
を
迎
ふ
る
を
待
て
ど
来
ら
ず
、

浩
歌
し
て
悲
み
を
発
す
。「
女
」「
美
人
」
は
皆
主
祭
巫
を
指
し

て
謂
ふ
。
こ
の
章
は
小
司
命
が
主
祭
巫
を
招
く
の
辞
で
あ
る
。

一
旦
天
に
帰
つ
た
が
、
猶
ほ
主
祭
巫
に
心
は
残
つ
て
、
彼
が
天

に
来
つ
て
共
に
遊
ば
ん
こ
と
を
欲
し
、
之
を
召
し
つ
ゝ
待
ち
わ

び
る
心
持
で
あ
ら
う
。

（
主
祭
巫
唱
ふ
）

孔
蓋
兮
翠
旌
。
登
九
天
兮
撫
彗
星
。

　

⇨�

青
木
注
：
主
祭
巫
が
司
命
の
招
き
に
応
じ
て
天
に
登
り
、
司
命

の
業
を
助
け
よ
う
と
欲
す
る
心
持
で
あ
ら
う
。

（
助
祭
巫
唱
ふ
）

竦
長
剣
兮
擁
幼
艾
。
蓀
独
宜
兮
為
民
正
。

　

⇨�

青
木
注
：「
幼
艾
」
は
若
く
美
し
い
女
、
小
司
命
を
指
す
。
こ

の
二
句
は
助
祭
巫
が
主
祭
巫
を
か
ら
か
つ
た
言
ひ
分
ら
し
い（

（1
（

。

　

こ
こ
ま
で
に
述
べ
て
き
た
構
造
分
析
の
手
法
は
戯
曲
や
詩
文
の
分
野
に

限
定
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
青
木
は
元
代
の
雑
劇
が
勃
発
し
た
原

因
を
め
ぐ
っ
て
そ
の
社
会
的
背
景
も
探
っ
て
い
る
。
ま
ず
、
統
治
者
の
面

か
ら
見
れ
ば
、
漢
文
に
弱
い
蒙
古
人
が
征
服
者
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

「
中
国
の
古
文
学
に
通
ぜ
ず
、
詔
勅
碑
文
の
類
さ
へ
俗
語
文
体
を
雑
へ
て

作
ら
せ
た
。（
中
略
（
作
家
は
其
の
要
求
を
充
す
べ
く
、
曲
詞
の
用
語
を

俚
俗
に
し
た
が
、
却
て
其
れ
が
活
気
を
呈
し
て
筆
を
自
在
に
伸
べ
し
む
る

に
至
つ
た
」
と
し
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
蒙
古
人
が
歌
舞
に
深
い
嗜
好

を
有
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、「
北
方
支
那
の
通
俗
的
音
楽
の
隆
盛
に
赴
く

気
運
を
助
成
し
、
従
つ
て
金
の
院
本
の
盛
行
と
元
の
雑
劇
の
改
進
と
を
誘

導
す
る
に
至
つ
た
」
と
言
及
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
創
作
者
の
面
か
ら
、

青
木
は
従
来
の
科
挙
廃
止
説
を
受
け
継
ぎ
、「
漢
人
は
要
職
に
就
く
を
得

ず
、
多
く
は
下
級
官
吏
に
屈
し
て
志
を
伸
ぶ
る
を
得
な
か
つ
た
の
で
、
其
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の
不
平
を
詞
曲
に
漏
し
た
為
め
に
雑
劇
の
隆
盛
を
見
る
に
至
つ
た（

11
（

」
と
述

べ
て
い
る
。
そ
の
他
、
明
代
に
盛
行
し
て
い
た
崑
曲
が
清
代
の
乾
隆
期
に

至
り
不
振
に
陥
っ
た
原
因
に
つ
い
て
は
、
明
清
の
時
代
転
換
に
よ
り
「
漸

く
旧
に
倦
み
、
新
を
欲
す
る
の
傾
向
」
あ
っ
た
か
ら
だ
と
論
じ
、「
旧
に

倦
み
新
を
欲
す
る
の
趨
勢
、
看
客
の
趣
味
の
低
落
、
北
京
人
が
崑
曲
を
愛

せ
ざ
り
し（

1（
（

」
と
、
三
点
の
原
因
を
ま
と
め
て
い
る
。

　

さ
ら
に
青
木
は
、
ほ
ぼ
同
時
代
に
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ
の
弟
子
で
あ
っ
た
マ

ル
セ
ル
・
グ
ラ
ネ
（
一
八
八
四
～
一
九
四
〇
（
に
よ
り
導
入
さ
れ
た
社
会

学
的
研
究
法
に
も
注
視
を
怠
ら
な
か
っ
た
。
グ
ラ
ネ
は
詩
経
の
中
に
現
わ

れ
た
祭
礼
や
舞
踏
に
お
け
る
即
興
的
な
歌
や
恋
愛
歌
、
作
業
歌
を
社
会
学

の
研
究
材
料
と
し
て
当
時
の
社
会
構
造
を
究
明
し
よ
う
と
試
み
て
い
た
。

青
木
の
同
窓
小
島
祐
馬
は
こ
の
従
来
経
書
と
さ
れ
て
い
た
著
作
を
社
会
学

研
究
の
材
料
と
し
て
扱
っ
た
研
究
手
法
か
ら
示
唆
を
得
て
、
論
文
「『
詩
』

を
通
し
て
観
た
る
周
代
の
経
済
状
況
」（『
支
那
学
』
第
三
巻
第
七
・
八
号
、

一
九
二
三
年
十
二
月
・
翌
年
七
月
（
を
完
成
さ
せ
た
。
昭
和
十
三
年

（
一
九
三
八
（
に
な
り
、
恩
師
小
島
祐
馬
の
激
励
を
受
け
た
内
田
智
雄
は

グ
ラ
ネ
のFêtes et Chansons anciennes de la Chine

（
一
九
一
九
（

を
訳
し
、『
中
国
古
代
の
祭
祀
と
歌
謡
』
と
い
う
書
名
で
出
版
し
て
い
る
。

　

青
木
の
論
文
「
詩
教
発
展
の
径
路
よ
り
見
て
采
詩
の
官
を
疑
ふ
」（『
支

那
学
』
第
三
巻
第
二
号
、
一
九
二
二
年
十
一
月
（
も
、
こ
の
内
田
と
ほ
ぼ

同
時
期
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
従
来
『
詩
経
』
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
政

治
に
資
す
る
目
的
で
「
采
詩
の
官
」
の
手
に
蒐
集
さ
れ
て
段
々
蓄
積
し
て

き
た
三
千
余
首
が
あ
り
、
孔
子
が
刪
定
を
加
え
て
そ
の
十
分
の
一
ほ
ど
を

選
出
し
た
も
の
だ
と
言
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
説
に
疑
問
を
抱
い
て
い
た
青

木
は
、『
礼
記
』
や
『
周
礼
』、『
漢
書
』
芸
文
志
、『
論
語
』、
朱
子
の

『
詩
集
伝
』『
朱
子
語
類
』、
魏
源
の
『
詩
古
微
』
な
ど
の
史
料
に
基
づ
き
、

西
周
に
楽
教
は
あ
っ
た
が
詩
教
は
な
く
、
春
秋
時
代
に
至
っ
て
の
「
賦

詩
」
の
出
現
に
よ
り
詩
教
の
萌
芽
を
象
徴
す
る
出
来
事
が
起
こ
り
、
戦
国

時
代
に
至
っ
て
真
の
詩
教
が
完
成
さ
れ
た
と
論
じ
た
。
こ
の
よ
う
に
周
代

が
楽
主
詩
従
期
、
春
秋
時
代
が
楽
詩
分
岐
期
、
戦
国
時
代
が
詩
教
定
礎
期

と
い
う
詩
教
の
流
れ
を
明
ら
か
に
し
た
う
え
で
、
以
下
の
結
論
を
導
い
て

い
る
。

　

一
、
周
の
政
府
が
行
つ
た
所
は
采
詩
で
無
く
て
采
楽
で
あ
つ
た
。

二
、
詩
の
内
容
が
政
教
の
資
料
に
供
せ
ら
れ
た
の
で
無
く
て
音
楽
が

実
用
に
供
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
三
、
孔
子
の
み
な
ら
ず
、
何
人
も

嘗
て
刪
詩
は
し
な
か
つ
た
、
只
其
れ
は
自
然
淘
汰
の
結
果
だ
。
四
、

献
詩
説
、
陳
詩
説
、
采
詩
説
の
如
き
は
詩
教
発
達
の
後
、
詩
教
的
見

地
よ
り
構
想
し
出
し
た
理
想
論
た
る
に
過
ぎ
な
い（

11
（

。

　

な
お
、
昭
和
十
年
（
一
九
三
五
（、
岩
波
講
座
東
洋
思
潮
の
た
め
に
執

筆
さ
れ
た
論
考
「
支
那
人
の
自
然
観
」
で
、
青
木
は
『
詩
経
』
の
「
豳

風
」「
七
月
」
や
、『
逸
周
書
』
の
時
訓
解
、『
大
戴
礼
記
』
の
夏
小
正
、

『
管
子
』
の
四
時
篇
、『
呂
氏
春
秋
』
の
十
二
紀
な
ど
季
節
に
関
す
る
記
録
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を
比
較
し
、
季
節
と
農
事
・
祭
祀
と
の
関
係
づ
け
が
道
教
の
陰
陽
・
五
行

思
想
か
ら
導
か
れ
た
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。

三
、
融
合
：「
西
洋
の
文
芸
か
ら
「
観
察
」
と
「
方
法
」
を
借
用
」

　

明
治
維
新
に
よ
り
導
入
さ
れ
た
欧
化
主
義
や
功
利
主
義
の
思
想
が
、
危

殆
に
瀕
し
て
い
た
漢
学
に
決
定
的
な
打
撃
を
与
え
た
が
、
明
治
二
十
三
年

（
一
八
九
〇
（
に
頒
布
さ
れ
た
『
教
育
勅
語
』
に
よ
り
漢
学
や
国
学
は
衰

運
か
ら
あ
る
程
度
で
あ
っ
た
が
挽
回
し
た
。
同
様
に
、
西
洋
か
ら
の
衝
撃

や
近
代
化
の
要
求
に
直
面
さ
れ
た
中
国
で
も
、
根
深
い
伝
統
や
因
襲
を
切

り
捨
て
よ
う
と
す
る
風
潮
が
高
ま
っ
て
い
た
。
そ
の
象
徴
的
な
出
来
事

が
、
儒
教
に
代
表
さ
れ
る
旧
道
徳
・
旧
文
化
を
打
破
し
、
人
道
的
で
進
歩

的
な
新
文
化
を
樹
立
し
よ
う
と
す
る
新
文
化
運
動
で
あ
っ
た
。
大
正
九
年

（
一
九
二
〇
（
九
月
、
青
木
は
『
支
那
学
』
の
創
刊
号
を
新
文
化
運
動
の

中
心
人
物
で
あ
る
胡
適
に
贈
呈
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
呉
虞
や
周
作

人
た
ち
と
も
手
紙
の
や
り
取
り
を
始
め
た
。
同
年
十
月
二
十
六
日
付
と
な

る
胡
適
宛
の
二
通
目
の
手
紙
で
は
、
青
木
は
か
つ
て
の
『
新
青
年
』
に

よ
っ
て
組
ま
れ
た
特
集
「
易イ

プ
セ
ン

卜
生
専
号
」（
一
九
一
八
年
六
月
（
と
「
戯

劇
改
良
専
号
」（
一
九
一
八
年
十
月
（
に
対
し
て
以
下
の
よ
う
な
意
見
を

述
べ
て
い
る
。

　

我
対
於
支
那
戯
的
将
来
的
意
見
、
很
賛
成
先
生
們
大
家
主
張
建
設

Prose�D
ram

a

的
議
。
文
芸
的
散
文
化
是
世
界
文
壇
的
風
気
、
我

們
不
能
夠
逆
航
這
個
思
潮
、
可
是
那
些
数
百
年
間
進
化
発
達
来
的
旧

戯
、
也
不
是
没
有
価
値
。
我
不
忍
誅
滅
這
個
老
東
西
。
我
的
意
思
、

要
後
来
漸
漸
向
上
、
把
他
到
泰
西O

pera

若M
usic�D

ram
a

的
地

位
―
―
這
是
和
那
個Prose�D

ram
a

、
自
属
別
種
問
題
。
中
国
和

日
本
的
音
楽
、
視
欧
州
的
未
脱
幼
稚
之
域
、
他
們
的
是

H
arm

onical

、
我
們
的
是M

elodical

、H
arm

onical

這
一
事
、
東

洋
先
西
洋
既
有
了
、
那
些
唐
朝
的
燕
楽
即
是
―
―
当
下
唐
楽
伝
来
日

本
、
現
在
我
国
存
的
所
謂
「
雅
楽
」
是
其
遺
物
―
―
然
而
不
能
到
完

全
発
達
遂
衰
亡
了
。這
個
不
是
很
遺
憾
呢
？
将
来
東
洋
音
楽
的
進
路
、

当
在H

arm
ony

方
面（

11
（

。

　

青
木
は
世
界
各
国
の
文
芸
が
散
文
化
し
て
い
く
趨
勢
の
下
、
胡
適
た
ち

が
口
語
体
で
新
劇
を
創
作
す
る
主
張
に
賛
成
は
し
て
い
る
が
、
伝
統
的
戯

曲
の
価
値
を
抹
殺
す
る
こ
と
な
く
、
西
洋
の
オ
ペ
ラ
や
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の

地
位
に
ま
で
少
し
ず
つ
向
上
さ
せ
る
べ
き
だ
と
考
え
て
い
た
。
す
な
わ
ち

こ
れ
は
青
木
が
演
劇
に
お
け
る
西
洋
と
の
隔
た
り
を
認
め
て
い
た
こ
と
に

な
る
。
そ
の
一
方
で
、
こ
の
書
簡
で
は
、「
中
国
と
日
本
の
音
楽
は
欧
州

の
そ
れ
を
ま
だ
幼
稚
の
域
に
脱
し
な
か
っ
た
と
見
な
し
て
い
る
が
、
彼
ら

の
も
の
は
ハ
ー
モ
ニ
ー
で
、
我
々
の
も
の
は
メ
ロ
デ
ィ
ー
で
あ
る
。
ハ
ー

モ
ニ
ー
と
い
う
も
の
は
、
東
洋
が
西
洋
に
先
ん
じ
て
存
在
し
て
、
か
の
唐

代
の
燕
楽
は
そ
れ
で
あ
る
」
と
い
う
東
洋
音
楽
へ
の
自
負
も
見
せ
て
い

―�5（�―
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る
。
こ
の
自
負
を
裏
付
け
て
い
た
も
の
と
し
て
、
青
木
が
西
洋
の
音
楽
理

論
の
導
入
に
よ
り
中
国
の
古
典
楽
律
を
検
証
し
た
卒
業
論
文
の
終
章
「
燕

楽
二
十
八
調
考
」
と
論
考
「
楽
律
遡
源
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

こ
の
「
燕
楽
二
十
八
調
考
」
に
は
「A

.C.M
oule

氏
の
支
那
楽
器
に
関

す
る
論
文
（Journal N

.C.B. of R
. A

siatic Society.�vol.�X
X

X
IX

.

（

中
な
る
東
西
対
音
表
を
正
し
き
も
の
と
認
め
て
、
之
を
借
り
来
つ
て
此
の

企
に
着
手
せ
ん
と
す
」
と
の
記
載
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
狩
野
直
喜
が
上
海

留
学
中
に
入
会
し
た
王
立
ア
ジ
ア
協
会
北
中
国
支
部
（N

orth�Chinese�

Branch�of�the�Royal�A
siatic�Society

、
通
称
亜
洲
文
会
（
の
会
報

Journal of the N
orth-China Branch of the R

oyal A
siatic Society

を
青
木
が
利
用
し
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
論
文
で
は
中
国
に
古
く

か
ら
存
在
し
て
い
た
五
声
が
三
分
損
益
法（

11
（

と
い
う
手
法
を
通
じ
て
十
二
律

へ
発
展
し
た
経
緯
ま
で
つ
ぶ
さ
に
説
明
し
て
い
る
。
こ
の
三
分
損
益
法
は

ギ
リ
シ
ャ
数
学
家
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
（
紀
元
前
五
七
〇
年
頃
～
前
四
九
六
年

頃
（
に
よ
り
実
証
さ
れ
た
「
ピ
タ
ゴ
ラ
ス
音
律
」
よ
り
早
く
発
見
さ
れ
て

い
た
た
め
、
そ
の
こ
と
が
青
木
に
自
負
を
抱
か
せ
た
の
で
あ
る
。

進
歩
せ
る
西
楽
現
今
の
音
律
と
雖
も
畢
竟
二
千
余
年
の
昔
支
那
人
に

よ
り
見
出
さ
れ
た
る
十
二
律
以
外
に
一
歩
も
出
で
無
い
の
で
あ
る
。

そ
し
て
西
楽
はCD

EFGA
B

の
七
音
階
を
本
と
し
て
音
律
を
定
め
、

而
し
て
七
音
各
の
音
程
の
関
係
が
大
部
分
一
音
の
間
隔
な
る
もE

とF

及
びB

とC

の
間
は
半
音
な
る
が
故
に
、
之
等
を
半
音
階
に

平
均
す
る
為
に
は
嬰
（#

（
変
（
♭
（
の
二
符
を
用
ゐ
て
半
音
上
り

若
し
く
は
半
音
下
り
の
中
間
音
律
を
出
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
之
に
比
す

る
と
支
那
音
律
の
方
が
ず
つ
と
統
一
的
で
簡
便
で
あ
る
。
是
れ
十
二

律
に
対
し
て
吾
々
の
大
い
に
敬
意
を
表
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
所
以
で
あ

る（
11
（

。

　

青
木
が
西
洋
の
音
楽
理
論
を
導
入
し
た
の
は
、
宮
調
に
お
け
る
南
曲
と

北
曲
の
差
異
を
技
術
面
か
ら
科
学
的
に
検
証
で
き
る
か
ら
と
い
う
だ
け
で

は
な
く
、
彼
の
『
支
那
近
世
戯
曲
史
』
に
お
け
る
構
造
分
析
手
法
が
示
し

て
い
る
よ
う
に
、
シ
ノ
ロ
ジ
ー
の
方
法
論
へ
の
自
覚
か
ら
だ
っ
た
と
も
言

え
る
。
青
木
は
西
洋
の
音
楽
や
絵
画
と
シ
ノ
ロ
ジ
ー
が
含
ま
れ
る
東
洋
と

の
接
触
に
お
い
て
、
彼
我
の
長
所
を
見
据
え
な
が
ら
、「
東
洋
音
楽
の
将

来
の
進
路
は
ま
さ
に
ハ
ー
モ
ニ
ー
に
あ
る
」
と
断
定
す
る
ほ
ど
東
西
融
合

と
相
互
補
完
と
に
よ
る
新
芸
術
創
造
へ
熱
い
期
待
を
寄
せ
て
い
た
。
前
述

し
た
音
楽
に
続
き
、
青
木
は
絵
画
に
お
い
て
も
東
西
の
特
徴
を
次
の
よ
う

に
論
じ
て
い
る
。

　

絵
画
一
道
、
泰
西
近
代Im

pressionism

的
傾
向
、
也
是
中
国
数

百
年
以
還
既
有
的
、
自
明
末
迄
乾
隆
出
来
的
、
陳
老
蓮
、
八
大
山

人
、
石
濤
上
人
、
龔
半
千
、
金
冬
心
、
這
一
輩
的
芸
術
是Post-

im
pressionism

的
先
覚
。
只
憾
他
們
都
還
没
到
色
彩
的
研
究
地

歩
、
這
不
是
比
泰
西
絵
画
、
很
有
遜
色
的
地
方
麼
？ 

我
很
愛
中
国
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旧
世
紀
的
芸
術
、
而
且
遺
憾
的
事
不
鮮
少
。
我
很
希
望
先
生
們
鼓
吹

建
設
新
文
芸
的
人
、
把
中
国
的
長
所
越
越
発
達
、
短
的
地
方
把
西
洋

文
芸
的
優
所
拿
来
、
漸
漸
翼
補
、
可
以
做
一
大
新
新
的
真
文
芸
。
很

恨
熱
望
、
很
恨
嘱
望
。Good�night�!

（
11
（

　

要
す
る
に
、
明
末
か
ら
清
代
の
乾
隆
に
か
け
て
現
わ
れ
た
陳
老
蓮
や
八

大
山
人
の
よ
う
な
文
人
画
家
が
西
洋
の
印
象
派
に
も
先
ん
じ
て
、
対
象
を

捉
え
る
輪
郭
線
に
拘
泥
せ
ず､
筆
触
を
意
識
的
に
残
し､

人
間
の
精
神
性

を
表
現
す
る
芸
術
観
を
提
起
し
て
い
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
と
は
い

え
、
色
彩
の
方
面
で
は
西
洋
の
絵
画
よ
り
劣
っ
て
い
た
た
め
に
、
青
木
は

胡
適
を
は
じ
め
と
す
る
新
文
化
運
動
の
提
唱
者
に
対
し
、「
中
国
の
長
所

を
さ
ら
に
発
達
さ
せ
、
短
所
を
西
洋
文
芸
の
長
所
を
取
り
入
れ
て
少
し
ず

つ
補
い
、
大
き
く
新
し
い
真
な
る
文
芸
を
作
り
上
げ
よ
う
」
と
、
熱
望
を

寄
せ
て
い
た
。

　

胡
適
が
提
唱
し
た
国
故
整
理
運
動
の
一
環
と
し
て
一
九
二
〇
年
に
亜
東

図
書
館
か
ら
『
儒
林
外
史
』
が
改
め
て
出
版
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
序
文

と
し
て
飾
ら
れ
た
同
氏
の
「
呉
敬
梓
伝
」
を
青
木
が
読
ん
だ
の
は
、
こ
の

手
紙
を
出
し
て
間
も
な
く
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
青
木
は
、「
現
在
、
日
本

の
文
壇
は
支
那
文
学
と
日
本
固
有
の
文
学
を
甚
だ
軽
視
し
て
い
る
」
妄
説

に
憤
懣
を
ぶ
つ
け
、「
支
那
文
学
と
日
本
固
有
の
文
学
を
自
ら
の
文
学
の

「
個
性
」
と
し
て
、
西
洋
の
文
芸
か
ら
「
観
察
」
と
「
方
法
」
を
借
用
し
、

自
己
の
芸
術
を
作
り
上
げ
よ
う
」
と
、
以
下
の
よ
う
に
抱
負
を
語
っ
て
い

る
。　

如
今
我
們
的
同
志
社
大
学
文
学
部
要
発
刊
一
箇
文
学
雑
誌
（
喚
做

同
志
社
文
学
的
、
初
号
大
概
是
明
年
四
五
月
発
刊
出
来
（、
因
為
同

志
慫
慂
我
做
「
創
作
」（
這
個
日
本
語
用
得
不
得
？
是
戯
曲
小
説
的

総
名
（、
我
想
将
来
此
雑
誌
若
成
、
把
支
那
文
学
做
背
景
、
嘗
試
做

幾
篇
「
創
作
」；

（
中
略
（
現
在
日
本
文
壇
極
軽
視
支
那
文
学
和
日

本
固
有
文
学
、
這
是
没
有
道
理
的
妄
見
、
我
意
憤
懣
耐
不
得
。
偺
們

応
該
学
西
洋
新
文
学
的
優
処
、
也
不
可
放
棄
東
洋
固
有
文
学
的
優

処
、
保
守
固
没
有
一
点
価
値
、
可
是
忘
却
根
本
也
固
不
好
。
在
芸
術

上
「
個
性
」
是
可
以
尊
重
的
、
我
要
把
支
那
文
学
和
日
本
固
有
文
学

做
我
的
文
学
上
「
個
性
」、
把
「
観
察
」
和
「
方
法
」
自
従
西
洋
文

芸
裡
借
来
、
建
設
我
自
己
的
芸
術（

11
（

。

　

手
紙
に
触
れ
た
『
同
志
社
文
学
』
が
発
行
に
至
ら
な
か
っ
た
た
め
、
実

際
に
発
行
さ
れ
た
の
は
わ
ず
か
三
号
ま
で
で
廃
刊
と
な
っ
た
『
芸
術
境
』

で
あ
っ
た
。
青
木
が
こ
の
雑
誌
の
第
二
号
（
一
九
二
〇
年
十
月
（
へ
寄
稿

し
た
の
は
、
杜
子
春
伝
に
基
づ
き
改
作
し
た
『
煉
丹
』
で
あ
っ
た
。
明
治

四
十
一
年
（
一
九
〇
八
（、
新
設
さ
れ
た
ば
か
り
の
京
都
帝
国
大
学
文
科

大
学
に
幸
田
露
伴
を
目
当
て
に
入
学
し
た
青
木
は
真
剣
に
小
説
家
を
目
指

し
て
い
た
が
、
学
友
か
ら
「
浪
漫
的
だ
。
後
れ
て
居
る
。
文
章
ば
か
り
で

内
容
が
空
虚
だ
。」
と
批
判
さ
れ
て
い
た
。
入
学
一
年
後
に
露
伴
が
辞
職

―�54�―
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に
し
た
こ
と
を
受
け
、
青
木
は
創
作
の
道
を
断
念
し
た
。
そ
れ
か
ら
十
一

年
を
経
て
書
か
れ
た
の
が
こ
の
『
煉
丹
』
で
あ
る
。
な
お
、『
煉
丹
』
を

書
い
た
き
り
小
説
は
創
作
し
て
い
な
い
。
小
説
創
作
を
断
念
し
た
青
木
が

再
び
創
作
の
筆
を
執
っ
た
の
は
、
中
国
古
典
文
学
に
真
な
る
芸
術
が
潜
ん

で
い
る
こ
と
に
気
づ
き
、
西
洋
か
ら
借
用
し
た
方
法
を
も
っ
て
す
れ
ば
、

こ
の
宝
庫
か
ら
素
材
を
活
か
し
た
新
た
な
文
芸
を
作
り
上
げ
ら
れ
る
に
違

い
な
い
と
の
主
張
を
表
明
す
る
た
め
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
の
で
は
あ
る

ま
い
か
。

四
、
超
越
：「
支
那
芸
術
は
西
洋
芸
術
に
一
歩
先
じ
た
点
」

　

西
洋
の
シ
ノ
ロ
ジ
ー
と
清
朝
の
考
証
学
を
方
法
論
の
両
翼
と
し
て
発
足

さ
れ
た
京
大
の
支
那
学
派
は
、
決
し
て
た
だ
西
洋
の
シ
ノ
ロ
ジ
ー
を
追
随

す
る
だ
け
で
は
な
く
、
シ
ノ
ロ
ジ
ー
を
超
越
し
よ
う
と
す
る
日
本
の
支
那

学
と
し
て
の
野
望
も
抱
い
て
い
た
。
そ
れ
は
、
西
洋
の
哲
学
と
い
う
枠
組

み
で
中
国
の
学
問
を
取
り
扱
う
と
い
う
方
法
論
へ
の
狩
野
直
喜
の
反
発
で

も
あ
っ
た
。
狩
野
は
「
中
国
人
は
古
代
よ
り
常
識
に
富
み
実
行
実
利
を
重

ん
じ
た
る
国
民
に
し
て
、
其
の
教
学
は
政
治
的
・
法
制
的
・
実
践
倫
理
的

で
あ
る
。
其
の
行
き
方
が
希
臘
の
そ
れ
と
は
大
い
に
違
ふ（

11
（

」
と
、
治
世
・

倫
理
の
哲
学
で
あ
る
中
国
哲
学
が
、
ギ
リ
シ
ャ
の
形
而
上
学
に
端
を
発
す

る
西
洋
哲
学
と
は
全
く
別
の
概
念
だ
と
強
調
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
西
洋

的
な
哲
学
研
究
の
概
念
で
は
中
国
の
諸
思
想
が
整
理
で
き
な
い
と
判
断

し
、「
中
国
哲
学
史
の
大
部
分
は
、
中
国
古
典
若
し
く
は
古
典
研
究
の
歴

史
」
と
、
中
国
な
り
の
哲
学
定
義
を
新
た
に
提
起
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ

の
主
張
は
狩
野
の
弟
子
で
あ
る
小
島
祐
馬
に
よ
り
さ
ら
に
徹
底
さ
れ
た
。

彼
は
「
支
那
哲
学
」
と
い
う
名
称
の
分
野
に
立
脚
し
よ
う
と
も
せ
ず
、

「
支
那
思
想
史
」
を
根
本
的
立
場
と
し
て
生
涯
を
貫
い
て
い
た
の
で
あ
る
。

一
九
〇
七
年
、
イ
ギ
リ
ス
の
探
検
家
ス
タ
イ
ン
に
よ
り
発
見
さ
れ
た
敦
煌

文
書
へ
の
研
究
は
、
京
大
の
支
那
学
を
西
洋
の
シ
ノ
ロ
ジ
ー
に
比
肩
さ
せ

る
機
会
を
与
え
た
。
大
正
二
年
（
一
九
一
三
（
十
一
月
二
十
七
日
に
、
フ

ラ
ン
ス
や
イ
ギ
リ
ス
な
ど
の
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
敦
煌
文
書
を
調

査
し
て
帰
国
し
た
狩
野
は
、
支
那
学
会
に
お
い
て
「
敦
煌
発
掘
物
視
察

談
」
と
題
す
る
講
演
を
行
い
、
自
分
の
抄
録
し
た
「
孝
子
董
永
伝
」「
季

布
歌
」
を
取
り
上
げ
、
そ
の
形
式
か
ら
分
析
し
、「
弾
詞
と
い
ふ
も
の
に

酷
似
し
」、「
弾
詞
中
、
唱
の
部
分
は
概
し
て
七
言
一
句
に
な
つ
て
居
る
や

う
だ
が
、
遺
書
中
の
も
の
は
総
べ
て
、
毎
句
七
言
で
恰
も
七
言
絶
句
を
沢

山
積
み
重
ね
た
や
う
な
体
裁
で
あ
る（

11
（

」
と
、
最
初
の
段
階
と
し
て
の
判
断

を
下
し
て
い
る
。
こ
の
狩
野
の
不
確
か
な
見
解
に
よ
り
青
木
の
興
味
が
大

い
に
刺
激
さ
れ
た
こ
と
が
、
弾
詞
の
起
源
と
変
遷
を
解
明
す
る
論
考
「
語

り
物
の
源
流
」
の
執
筆
の
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
青
木
は

弾
詞
の
濫
觴
と
評
さ
れ
た
平
話
（
講
釈
師
に
よ
る
歴
史
説
話
（
の
代
表
的

作
品
で
あ
る
『
五
代
平
話
』
や
『
京
本
通
俗
小
説
』、
董
解
元
の
『
西
廂

記
』、
元
曲
『
貨
郎
旦
』
な
ど
の
文
体
特
徴
と
構
造
か
ら
、
語
り
物
が
歌

い
物
と
説
話
を
ル
ー
ツ
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
検
証
し
よ
う
と
し
た
の
だ
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が
、
現
存
資
料
不
足
の
た
め
に
確
固
た
る
裏
付
け
を
見
つ
け
る
こ
と
は
で

き
な
か
っ
た
。

　

こ
の
問
題
の
解
決
は
一
九
二
七
年
九
月
に
英
仏
両
国
留
学
か
ら
帰
国
し

た
京
大
の
後
輩
で
あ
る
岡
崎
文
夫
の
新
資
料
を
待
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ

た
。『
目
連
縁
起
』『
大
目
乾
連
冥
間
救
母
変
文
』『
降
魔
変
柙
座
文
』
と

い
う
首
尾
完
全
た
る
三
篇
の
敦
煌
遺
文
が
そ
れ
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
解
読

に
よ
り
、
十
年
間
も
続
い
た
青
木
の
疑
問
が
氷
解
し
た
の
で
あ
っ
た
。
青

木
は
文
体
特
徴
と
構
造
分
析
の
方
法
を
用
い
、『
目
連
縁
起
』
に
お
い
て

対
話
を
記
す
際
に
「
曰
」「
道
」「
説
」
な
ど
の
動
詞
を
用
い
て
い
な
い
こ

と
を
見
出
し
た
。
こ
れ
は
、
口
演
者
の
声
色
で
そ
の
対
話
者
の
誰
で
あ
る

か
を
区
別
す
る
た
め
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
普
通
の
小
説
記
事
文
の
書
き

方
と
異
な
る
の
だ
と
推
測
し
た
こ
と
に
よ
る
。
ま
た
、
こ
の
中
で
引
用
さ

れ
た
人
物
の
言
葉
に
白
話
と
韻
文
が
交
ざ
っ
て
い
る
と
い
う
文
体
特
徴
が

白
と
唱
を
連
用
す
る
戯
曲
の
様
式
に
類
似
し
て
い
る
と
も
指
摘
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
敦
煌
遺
書
へ
の
考
察
に
よ
り
、
青
木
は
狩
野
に
よ
り
提
起
さ

れ
た
平
話
と
小
説
の
起
源
が
五
代
ま
で
遡
り
得
る
と
い
う
見
解
が
実
証
で

き
た
の
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
一
九
二
八
年
の
狩
野
の
還
暦
祝
賀
会
で
は
、
当
時
の
京
都
帝
国

大
学
文
学
部
の
教
師
ニ
コ
ラ
イ
・
ネ
フ
ス
キ
ー
氏
の
斡
旋
に
よ
り
、
レ
ニ

ン
グ
ラ
ー
ド
大
学
の
ア
レ
キ
シ
ェ
フ
教
授
か
ら
「
劉
知
遠
諸
宮
調
」
の
写

真
が
贈
ら
れ
て
い
る
。
青
木
は
四
年
間
に
わ
た
り
、
現
存
す
る
唯
一
の
諸

宮
調
の
完
本
で
あ
る
金
の
董
解
元
の
『
諸
宮
調
西
廂
記
』
と
、
元
代
初
期

に
成
立
し
た
王
伯
成
の
『
天
宝
遺
事
諸
宮
調
』（
原
文
散
逸
、
た
だ
し
、

明
清
時
代
の
楽
譜
に
そ
の
曲
牌
と
曲
文
の
引
用
が
残
る
（
と
の
比
較
に

よ
っ
て
、
宮
調
の
借
用
状
況
と
、
套
法（

11
（

の
構
造
、
尾
声
句
格
（
最
後
に
演

奏
さ
れ
る
歌
詞
の
組
み
立
て
方
法
（
と
い
う
三
つ
の
方
面
か
ら
『
劉
知
遠

諸
宮
調
』
の
構
造
を
分
析
し
、「『
劉
知
遠
』
を
以
て
最
古
の
作
と
推
定
す

る（
1（
（

」
と
の
結
論
を
導
い
て
い
る
。

　

敦
煌
遺
書
の
研
究
の
面
だ
け
で
は
な
く
、
前
述
し
た
絵
画
の
面
で
も
青

木
は
西
洋
芸
術
を
超
越
し
た
東
洋
芸
術
へ
の
高
揚
感
を
示
し
て
い
る
。
明

治
十
五
年
（
一
八
八
二
（、
フ
ェ
ノ
ロ
サ
は
当
時
行
き
詰
ま
っ
て
い
た
狩

野
派
の
絵
画
に
傾
倒
し
て
い
た
の
だ
が
、
龍
池
会
で
の
講
演
時
に
文
学
の

添
え
物
に
す
ぎ
な
い
文
人
画
（
南
画
あ
る
い
は
南
宗
画
（
を
日
本
美
術
の

枠
組
み
か
ら
排
除
す
べ
き
だ
と
主
張
し
た
。
こ
れ
を
発
端
に
し
て
江
戸
中

期
か
ら
明
治
初
期
ま
で
盛
ん
で
あ
っ
た
文
人
画
は
急
速
に
衰
退
し
て
い
っ

た
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
後
は
、
大
村
西
崖
を
中
心
に
編
纂
さ
れ
た
叢
書

『
東
洋
美
術
大
観
』（
一
九
〇
八
～
一
九
一
八
（
や
、『
国
華
』
に
連
載
さ

れ
た
田
中
豊
蔵
の
「
新
南
画
論
」（
一
九
一
三
（、
さ
ら
に
は
『
白
樺
』、

『
早
稲
田
文
学
』、『
美
術
新
報
』
の
誌
上
で
掲
載
さ
れ
た
印
象
派
・
後
期

印
象
派
と
文
人
画
と
の
比
較
論
説
に
よ
り
、
文
人
画
を
再
評
価
す
る
機
運

が
起
こ
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
背
景
と
し
て
青
木
は
文
人
画
家
で
あ
る
金
冬

心
を
取
り
上
げ
、
彼
の
古
拙
な
る
芸
術
が
西
洋
の
野
性
派
に
匹
敵
す
る
も

の
で
あ
り
、
最
も
近
代
的
審
美
観
で
あ
る
と
論
じ
て
い
る
。
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古
拙
と
云
ふ
趣
味
は
支
那
近
代
に
於
て
発
達
を
遂
げ
た
特
殊
な
る

審
美
観
で
あ
つ
て
、
清
朝
に
至
つ
て
隆
盛
を
極
め
た
学
問
上
の
古
代

研
究
と
絵
画
に
於
け
る
気
韻
を
第
一
と
す
る
考
と
が
結
合
し
て
書
画

の
上
に
著
し
く
顕
れ
来
つ
た
も
の
の
や
う
で
あ
る
。
実
際
南
画
論
を

詮
じ
つ
む
れ
ば
如
何
し
て
も
此
所
に
帰
着
せ
ね
ば
収
ま
ら
ぬ
の
で
あ

る
。
近
年
仏
国
で
起
つ
た
と
聞
い
て
居
る
か
の
ゴ
ー
ホ
や
ゴ
ー
ガ
ン

や
マ
チ
ス
の
徒
、
所
謂
野
性
派
な
る
者
の
主
張
す
る
所
、
殆
ん
ど
之

に
類
す
る
も
の
が
あ
る
。
そ
し
て
彼
此
の
間
に
百
五
十
年
の
距
離
が

あ
る
こ
と
は
吾
々
支
那
芸
術
に
興
味
を
有
す
る
者
の
聊
か
誇
を
覚
ゆ

る
所
で
あ
る（

11
（

。

　

支
那
芸
術
は
西
洋
芸
術
に
一
歩
先
じ
た
点
が
あ
る
。
西
洋
近
代
芸

術
の
革
新
的
獲
物
た
る
印
象
的
の
傾
向
は
疾
の
昔
支
那
人
に
よ
つ
て

見
出
さ
れ
て
ゐ
た
。
吾
人
は
今
更
宋
以
来
の
米
点
と
印
象
派
の
点
描

法
を
比
較
す
る
や
う
な
区
々
の
論
を
敢
て
為
そ
う
と
す
る
も
の
で
は

無
い
、
が
美
を
芸
術
上
の
標
準
と
す
る
が
如
き
美
学
上
の
見
解
は
時

代
遅
れ
の
弊
帽
と
し
て
葬
つ
て
了
ひ
た
い
。
只
「
真
」
で
あ
る
、
真

に
向
つ
て
進
む
可
き
で
あ
る
、
吾
人
が
醜
の
芸
術
味
を
絶
叫
せ
ん
と

欲
す
る
の
も
只
此
の
真
を
得
た
い
か
ら
で
あ
る
。（
中
略
（
新
時
代

の
芸
術
を
建
設
し
つ
ゝ
あ
る
若
き
友
よ
、
西
洋
料
理
に
舌
鼓
を
打
つ

諸
君
の
味
覚
を
一
た
び
珍
妙
な
る
支
那
料
理
に
於
て
試
し
て
見
な
け

れ
ば
お
話
に
な
ら
ぬ
。
ゴ
ー
ホ
や
ゴ
ー
ガ
ン
に
慣
れ
た
諸
君
の
舌
は

必
ず
金
冬
心
や
石
濤
に
於
て
理
解
と
暗
示
と
を
得
る
可
き
筈
で
あ

る（
11
（

。

　
「
革
新
的
獲
物
た
る
印
象
的
の
傾
向
」
と
は
、
印
象
派
の
画
家
た
ち
が

当
時
主
流
だ
っ
た
写
実
主
義
の
細
か
い
タ
ッ
チ
を
排
し
、
荒
々
し
い
筆
致

で
光
の
動
き
や
、
変
化
の
質
感
を
表
現
す
る
技
法
を
指
し
て
い
る
。
こ
れ

は
水
墨
山
水
画
に
常
用
さ
れ
た
米
点
と
類
似
し
て
い
る
が
、「
美
」
の
標

準
に
は
ま
だ
達
し
て
い
な
か
っ
た
。
一
方
で
、
金
冬
心
の
よ
う
な
文
人
画

家
は
「
美
」
の
反
面
で
あ
る
「
醜
」
こ
そ
が
「
古
拙
」
で
あ
り
、
こ
れ
を

も
っ
て
対
象
物
に
拘
泥
せ
ず
、
画
家
の
内
な
る
世
界
を
表
現
す
べ
き
だ
と

主
張
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
点
か
ら
、
青
木
は
東
洋
の
絵
画
が
西
洋
よ
り

優
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
た
。

五
、
お
わ
り
に

　

本
稿
は
京
都
支
那
学
派
の
第
二
世
代
に
当
た
る
青
木
正
児
の
業
績
を
包

括
的
に
捉
え
、
第
一
世
代
学
者
の
狩
野
直
喜
か
ら
導
か
れ
た
西
洋
の
シ
ノ

ロ
ジ
ー
の
方
法
論
を
如
何
に
受
容
、
活
用
、
融
合
、
さ
ら
に
超
越
し
よ
う

と
し
た
か
と
い
う
学
問
的
軌
跡
を
描
い
て
み
た
も
の
で
あ
る
。

　

青
木
は
西
洋
の
シ
ノ
ロ
ジ
ー
に
お
け
る
中
国
語
習
得
法
に
倣
い
、
中
国

語
を
異
質
な
言
語
と
見
な
し
、
適
切
な
言
語
手
段
に
よ
っ
て
科
学
的
な
支

那
学
を
打
ち
立
て
よ
う
と
し
た
。
こ
の
日
中
両
国
言
語
へ
の
自
覚
は
青
木

―�5（�―
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の
支
那
学
に
お
け
る
根
本
的
方
法
論
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
べ
き
も
の

で
あ
る
。
ま
た
、
シ
ノ
ロ
ジ
ー
の
社
会
学
や
民
俗
学
の
方
法
も
取
り
入

れ
、
経
典
を
社
会
文
化
や
風
俗
研
究
の
材
料
と
し
て
取
り
扱
い
、『
北
京

風
俗
図
譜
』
の
製
作
や
『
歌
謡
』
に
掲
載
さ
れ
る
中
国
各
地
の
童
謡
を
邦

訳
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
た
。

　

シ
ノ
ロ
ジ
ー
へ
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
中
国
戯
曲
の
翻
訳
を
行
う
だ
け

で
、
史
的
研
究
に
ま
だ
着
手
し
て
い
な
い
と
い
う
西
洋
学
者
の
弱
点
を
突

き
、
青
木
は
精
力
を
傾
け
て
明
清
戯
曲
史
を
研
究
し
た
。
こ
の
著
作
に
お

い
て
は
王
国
維
や
狩
野
の
よ
う
な
感
受
性
の
強
い
鑑
賞
法
を
踏
襲
せ
ず
、

シ
ノ
ロ
ジ
ー
の
精
髄
と
さ
れ
る
実
証
的
文
献
学
を
活
か
し
、
戯
曲
の
構
造

と
筋
立
て
の
角
度
か
ら
戯
曲
の
優
劣
を
品
評
し
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
実
証

的
な
構
造
分
析
法
を
『
詩
経
』
や
『
離
騒
』
に
活
用
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
原

貌
へ
の
復
元
を
試
み
た
。

　

一
方
で
、
近
代
化
か
ら
現
代
化
へ
の
過
程
に
お
い
て
日
中
両
国
が
い
ず

れ
も
直
面
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
文
芸
再
建
の
問
題
に
対
し
て
、
青
木
は

東
洋
の
芸
術
が
西
洋
よ
り
優
れ
て
い
る
部
分
に
は
誇
り
を
見
せ
て
お
り
、

そ
の
一
方
で
不
足
を
補
う
べ
く
西
洋
の
方
法
や
理
論
を
借
用
す
る
、
東
西

融
合
に
よ
る
新
芸
術
創
造
の
方
法
を
提
起
し
た
。
以
上
の
こ
と
か
ら
、
青

木
に
よ
り
構
築
さ
れ
た
支
那
学
の
出
発
点
は
シ
ノ
ロ
ジ
ー
へ
の
受
容
に
触

発
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
到
達
点
は
シ
ノ
ロ
ジ
ー
を
超
越
し
て
日

本
な
い
し
東
洋
な
り
の
支
那
学
を
作
り
上
げ
る
こ
と
に
あ
っ
た
こ
と
が
分

か
る
。

注（
1
（�

池
澤
一
郎
「
青
木
正
児
「
漢
文
直
読
論
」
を
読
み
直
す
―
―
「
音
読
」

に
北
京
語
を
採
用
せ
ず
―
―
」（『
比
較
文
学
年
誌
』
第
五
十
七
号
、

二
〇
二
一
年
（、
四
六
頁
。

（
（
（�

青
木
正
児
「
本
邦
支
那
学
革
新
の
第
一
歩
」（
初
出
は
『
支
那
学
』
第

一
巻
第
五
号
、
一
九
二
一
年
一
月
、
後
に
『
青
木
正
児
全
集
』（
以
下

は
『
全
集
』
と
略
す
（
第
二
巻
収
録
（、
三
四
〇
～
三
四
一
頁
。

（
3
（�

青
木
正
児
「
望
子
（
看
板
（
考
」（
初
出
は
『
文
化
』
第
一
巻
第
三
号
、

一
九
三
四
年
三
月
、『
全
集
』
第
二
巻
収
録
（、
五
九
三
頁
。

（
4
（�

市
村
瓉
次
郎
「
序
文
」（
児
島
献
吉
郎
『
支
那
文
学
史
綱
』、
富
山
房
、

一
九
一
二
年
（、
二
頁
。
当
時
の
研
究
状
況
に
つ
い
て
、
市
村
は
「
往

時
仏
人
テ
ー
ヌ
は
大
英
文
学
史
を
著
は
し
て
声
名
大
に
揚
り
。
近
時
英

人
ジ
ャ
イ
ル
ス
は
支
那
文
学
史
を
著
は
し
た
け
ど
、
そ
の
声
価
は
大
英

文
学
史
に
及
ば
ざ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

（
5
（�

青
木
正
児
「
支
那
思
想
・
文
学
思
想
」（
岩
波
書
店
、
一
九
三
五
年
九

月
、『
全
集
』
第
一
巻
収
録
（、
七
−
八
頁
。

（
6
（�

青
木
正
児
「
支
那
文
学
研
究
に
於
け
る
邦
人
の
立
場
」（
初
出
は
『
東

京
帝
国
大
学
新
聞
』、
一
九
三
七
年
六
月
、『
全
集
』
第
七
巻
収
録
（、

四
五
―
四
六
頁
。

（
（
（�

青
木
正
児
『
支
那
近
世
戯
曲
史
』（
弘
文
堂
、
一
九
三
〇
年
、『
全
集
』

第
三
巻
収
録
（、
三
頁
。

（
8
（�

こ
の
二
重
基
準
は
、
周
作
人
と
吉
川
幸
次
郎
に
見
ら
れ
た
特
筆
す
べ
き

取
り
扱
い
方
で
も
あ
る
。
周
氏
は
中
国
文
学
史
を
「
言
志
派
」
と
「
載

道
派
」
と
い
う
二
つ
の
潮
流
の
交
替
起
伏
と
し
て
捉
え
、
混
乱
期
に
は

言
志
の
文
学
、
安
定
期
に
は
載
道
の
文
学
と
い
う
首
尾
一
貫
し
た
基
準

に
よ
っ
て
巨
視
的
に
そ
の
流
れ
を
描
き
出
し
て
い
る
。�

ま
た
、「
先
秦
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は
楽
観
哲
学
が
支
配
し
、
漢
魏
六
朝
は
悲
観
の
哲
学
が
支
配
し
、
宋
以

後
は
中
世
の
悲
観
を
止
揚
し
て
、
古
代
の
楽
観
を
回
復
し
た
」�

と
述
べ

て
い
る
よ
う
に
、
吉
川
氏
は
中
国
文
学
に
現
れ
た
人
生
観
と
い
う
尺
度

で
文
学
の
時
代
的
特
色
を
表
出
し
て
い
る
。

（
9
（�

青
木
正
児
『
支
那
近
世
戯
曲
史
』（
弘
文
堂
、
一
九
三
〇
年
、『
全
集
』

第
三
巻
収
録
（、
五
五
頁
。

（
10
（�

青
木
正
児
『
支
那
近
世
戯
曲
史
』（
弘
文
堂
、
一
九
三
〇
年
、『
全
集
』

第
三
巻
収
録
（、
九
五
頁
。

（
11
（�

青
木
正
児
『
元
人
雑
劇
序
説
』（
弘
文
堂
、
一
九
三
五
年
、『
全
集
』
第

四
巻
収
録
（、
三
八
一
頁
。

（
1（
（�

青
木
正
児
『
支
那
近
世
戯
曲
史
』（
弘
文
堂
、
一
九
三
〇
年
、『
全
集
』

第
三
巻
収
録
（、
八
四
頁
。

（
13
（�

青
木
正
児
『
元
人
雑
劇
序
説
』（
弘
文
堂
、
一
九
三
五
年
、『
全
集
』
第

四
巻
収
録
（、
三
九
七
、三
八
九
、三
九
〇
、四
〇
六
頁
。

（
14
（�

そ
の
具
体
的
な
種
類
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
①
二
章
畳
詠
式

（
三
十
八
篇
（、
②
三
章
畳
詠
式
（
七
十
七
篇
（、
③
前
二
章
畳
詠
、
後

一
章
独
立
式
（
十
五
篇
（、
④
前
一
章
独
立
、
後
二
章
畳
詠
式
（
八

篇
（、
⑤
四
章
畳
詠
式
（
五
篇
（、
⑥
前
二
章
畳
詠
、
後
二
章
換
辞
畳
詠

式
（
六
篇
（、
⑦
前
三
章
畳
詠
、
後
一
章
独
立
式
（
八
篇
（、
⑧
前
一
章

独
立
、
後
三
章
畳
詠
式
（
一
篇
（、
⑨
前
二
章
詠
、
後
二
章
独
立
式

（
四
篇
（、
⑩
中
二
章
畳
詠
、
前
後
二
章
独
立
式
（
三
篇
（、
⑪
四
章
各

上
半
畳
詠
、
下
半
独
立
式
（
二
篇
（、
⑫
五
章
畳
詠
式
（
三
篇
（、
⑬
そ

の
他

（
15
（�

松
本
雅
明
の
『
詩
経
諸
篇
の
成
立
に
関
す
る
研
究
』（
一
九
五
八
年
（

は
、「
興
」
に
着
目
し
て
『
詩
経
』
の
詩
の
成
立
年
代
を
考
察
し
、
国

風
の
古
い
も
の
は
西
周
後
期
、
雅
・
頌
の
大
部
分
は
東
周
の
詩
で
あ
り
、

そ
こ
に
村
落
の
舞
踏
詩
か
ら
貴
族
の
饗
宴
歌
へ
の
移
行
を
見
て
取
っ

た
。
ま
た
、
二
松
学
舎
大
学
教
授
の
家
井
真
は
、
過
去
の
研
究
が
『
詩

経
』
に
先
行
す
る
（
ま
た
は
同
時
代
の
（
資
料
で
あ
る
金
文
資
料
が
あ

ま
り
活
用
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
批
判
し
、
と
き
お
り
韻
文
が
見
ら
れ

る
周
代
青
銅
器
の
銘
文
と
の
比
較
を
通
し
て
『
詩
経
』
の
研
究
に
当

た
っ
た
。
実
は
当
時
、
青
木
は
す
で
に
新
出
し
た
甲
骨
文
の
史
料
を
利

用
し
、「
往
年
殷
墟
か
ら
出
た
亀
板
の
文
字
に
拠
つ
て
、
手
さ
ぐ
り
を

入
れ
て
見
る
と
、
羅
振
玉
氏
の
『
殷
墟
書
契
釈
』
に
楽
器
に
関
係
あ
る

文
字
が
三
字
出
て
ゐ
た
。
即
ち
「
楽
」「
鼓
」「
磐
」
の
三
字
で
、
面
白

い
事
に
は
「
楽
」
の
字
の
中
の
「
白
」
の
字
が
無
く
て
、
糸
二
字
を
木

に
懸
け
た
楽
器
を
意
味
す
る
象
形
的
会
意
文
字
に
な
つ
て
ゐ
る
。「
鼓
」

と
「
磐
」
と
は
楽
器
中
最
も
幼
稚
な
拍
節
的
な
楽
器
で
あ
る
が
、「
楽
」

は
更
に
進
歩
し
た
旋
律
的
な
絃
楽
器
の
存
在
を
示
し
て
ゐ
る
。
管
楽
器

に
関
す
る
文
字
は
見
え
て
ゐ
な
い
。
無
論
一
部
分
の
文
字
を
見
て
直
ち

に
当
時
管
楽
器
が
無
か
つ
た
と
は
速
断
出
来
な
い
が
、
礼
器
に
関
す
る

文
字
が
可
な
り
見
え
て
ゐ
る
中
に
見
出
さ
れ
な
い
の
は
或
は
当
時
未
だ

管
楽
器
が
発
明
さ
れ
て
ゐ
な
か
つ
た
の
か
も
知
れ
ぬ
」（「
詩
教
発
展
の

径
路
よ
り
見
て
采
詩
の
官
を
疑
ふ
」、『
支
那
学
』
第
三
巻
第
二
号
、

一
九
二
二
年
十
一
月
（
と
周
代
の
音
楽
を
考
察
し
て
い
る
。

（
16
（�

青
木
正
児
「
詩
経
章
法
独
是
」（
初
出
は
東
北
帝
国
大
学
法
文
学
部
十

周
年
記
念
『
史
学
文
学
論
集
』、
一
九
三
四
年
十
一
月
、『
全
集
』
第
二

巻
収
録
（、
四
〇
〇
頁
。

（
1（
（�

青
木
正
児
「
楚
辞
九
歌
の
舞
曲
的
結
構
」（
初
出
は
『
支
那
学
』
第
七

巻
第
一
号
、
一
九
三
三
年
五
月
、『
全
集
』
第
二
巻
収
録
（、
四
二
八

頁
。

（
18
（�
青
木
正
児
「
楚
辞
九
歌
の
舞
曲
的
結
構
」（
初
出
は
『
支
那
学
』
第
七

巻
第
一
号
、
一
九
三
三
年
五
月
、『
全
集
』
第
二
巻
収
録
（、
四
三
〇
～

四
三
一
頁
。
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（
19
（�

こ
の
脚
本
は
筆
者
が
青
木
の
「
楚
辞
九
歌
の
舞
曲
的
結
構
」
と
そ
の
訳

注
『
楚
辞
』（
春
秋
社
、
一
九
五
七
年
（
を
綜
合
し
て
作
り
出
し
た
も

の
で
あ
る
。

（
（0
（�
青
木
正
児
『
元
人
雑
劇
序
説
』（
弘
文
堂
、
一
九
三
五
年
、『
全
集
』
第

四
巻
収
録
（、
三
五
二
～
三
五
三
頁
。

（
（1
（�

青
木
正
児
『
支
那
近
世
戯
曲
史
』（
弘
文
堂
、
一
九
三
〇
年
、『
全
集
』

第
三
巻
収
録
（、
四
〇
二
頁
。

（
（（
（�

青
木
正
児
「
詩
教
発
展
の
径
路
よ
り
見
て
采
詩
の
官
を
疑
ふ
」（
初
出

は
『
支
那
学
』
第
三
巻
第
二
号
、
一
九
二
二
年
十
一
月
、『
全
集
』
第

二
巻
収
録
（、
三
五
頁
。

（
（3
（�

名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館
編
「
中
国
社
会
科
学
院
蔵
『
青
木
正
児
博

士
、
胡
適
宛
書
簡
集
』」（
同
図
書
館
に
よ
る
写
真
原
板
撮
影
、

二
〇
〇
八
年
（、
六
～
八
頁
。

（
（4
（�

「
三
分
損
益
法
」
は
古
代
の
中
国
で
考
案
さ
れ
た
音
階
を
得
る
方
法
で

あ
る
。『
史
記
』
二
五
巻
「
律
書
第
三
」
に
「
律
数
九
九
八
十
一
以
為

宮
、
三
分
去
一
、五
十
四
以
為
徵
、
三
分
益
一
、七
十
二
以
為
商
、
三
分

去
一
、四
十
八
以
為
羽
、
三
分
益
一
、六
十
四
以
為
角
」
と
あ
り
、『
管

子
』
第
五
八
篇
「
地
員
」
の
中
に
も
解
説
が
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
青

木
は
、「
或
る
基
本
と
な
る
律
の
長
さ
を
三
分
し
て
一
を
損
す
（
減
ず
（

れ
ば
、
当
該
の
律
か
ら
順
に
（
即
ち
上
行
（
数
へ
て
第
八
番
目
に
当
る

律
の
長
さ
が
出
て
来
る
。
次
に
此
の
新
た
に
出
て
来
た
律
の
長
さ
を
三

分
し
て
一
を
益
す
（
加
ふ
（
れ
ば
、
当
該
の
律
か
ら
逆
に
（
即
ち
下

行
（
数
へ
て
第
六
番
目
に
当
る
律
の
長
さ
が
出
て
来
た
の
で
あ
る
。

（
中
略
（
此
の
法
を
交
互
に
行
ふ
時
は
「
三
分
損
一
」
に
対
し
て
は

「
順
八
」
に
当
る
律
長
が
出
、「
三
分
益
一
」
に
対
し
て
は
「
逆
六
」
に

当
る
律
長
が
出
る
。
か
く
し
て
十
二
律
の
長
さ
が
悉
く
得
ら
れ
る
」

と
、
詳
し
く
説
明
し
て
い
る
。

（
（5
（�

青
木
正
児
「
楽
律
遡
源
」（
初
出
は
『
支
那
学
』
第
三
巻
第
八
号
、

一
九
二
四
年
七
月
、『
全
集
』
第
二
巻
所
収
（、
六
〇
頁
。

（
（6
（�

名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館
編
「
中
国
社
会
科
学
院
蔵
『
青
木
正
児
博

士
、
胡
適
宛
書
簡
集
』」（
同
図
書
館
に
よ
る
写
真
原
板
撮
影
、

二
〇
〇
八
年
（、
八
～
九
頁
。

（
（（
（�

名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館
編
「
中
国
社
会
科
学
院
蔵
『
青
木
正
児
博

士
、
胡
適
宛
書
簡
集
』」（
同
図
書
館
に
よ
る
写
真
原
板
撮
影
、

二
〇
〇
八
年
（、
二
二
～
二
三
頁
。

（
（8
（�

狩
野
直
喜
『
中
国
哲
学
史
』（
岩
波
書
店
、
一
九
五
三
年
（、
五
頁
。

（
（9
（�

狩
野
直
喜
「
支
那
俗
文
学
史
研
究
の
材
料
」（
初
出
は
『
芸
文
』
第
七

年
第
三
号
、
一
九
一
六
年
三
月
、『
支
那
学
文
藪
』
収
録
、
み
す
ず
書

房
、
一
九
七
三
年
（、
二
六
〇
頁
。

（
30
（�

套
法
と
は
宮
調
を
同
じ
く
す
る
数
曲
か
ら
な
る
短
い
套
数
（
組
曲
（
を

同
一
の
押
韻
の
歌
詞
で
歌
い
、
こ
の
よ
う
な
套
数
を
多
数
連
ね
、
間
に

語
り
を
入
れ
て
長
編
を
構
成
し
て
い
く
仕
組
み
で
あ
る
。

（
31
（�

青
木
正
児
「
劉
知
遠
諸
宮
調
考
」（
初
出
は
『
支
那
学
』
第
六
巻
第
二

号
、
一
九
三
二
年
四
月
、『
全
集
』
第
二
巻
収
録
（、
四
五
五
頁
。

（
3（
（�

青
木
正
児
『
金
冬
心
之
芸
術
』（
彙
文
堂
、
一
九
二
〇
年
、『
全
集
』
第

六
巻
収
録
（、
第
六
頁
。

（
33
（�

青
木
正
児
「
醜
の
芸
術
味
」（
初
出
は
『
大
正
日
日
新
聞
』、
一
九
二
〇

年
四
月
、『
全
集
』
第
七
巻
収
録
（、
九
〇
～
九
一
頁
。
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